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第 1 章	
 緒論  
 

	
 われわれの周囲の環境には膨大なウイルスや細菌が存在しており、われわれは常に

外来抗原に暴露している。これら外来抗原が生体内に進入すると、生体にとって重篤

な危害を及ぼすことになる。しかし、われわれは、ウイルスなどに感染しても短期間

で治癒したり、重篤な症状を引き起こすことも殆どなく生活している。  

	
 生体における免疫システムの機能は、生体にとって危害となる異物を排除し、生体

の正常な営みを守ることである。ヒトの免疫システムには自然免疫と獲得免疫が存在

する。自然免疫は、元来備わっている異物に対する抵抗性であり、マクロファージや

好中球が異物を取り込み・処理することで成立し、即効的であるが、免疫学的特異性

はない。一方、獲得免疫は、抗原刺激に反応して、それに対応するリンパ球の増加や

抗体産生により抗原を除去し、同じ抗原に対する備えとして記憶リンパ球を残す機構

であり、免疫学的特異性があり、T 細胞や B 細胞が主要な構成細胞である。獲得免疫

は、抗原排除において抗体が働く液性免疫と免疫担当細胞により抗原排除が行われる

細胞性免疫に分けられる。  

	
 生体内において、がん化した細胞に対して、われわれの有する免疫システムが作用

し、いち早くがん化細胞を排除するという免疫学的監視機構という概念がある (1) 。そ

のような免疫学的監視機構を担当する免疫担当細胞には、直接的な細胞傷害活性によ

り腫瘍細胞を除去するエフェクター細胞である細胞傷害性 T 細胞 (CTL)、ナチュラルキ

ラー (NK)細胞、ナチュラルキラーT(NKT)細胞、γδT 細胞やそれらエフェクター細胞を

サイトカイン刺激により活性化するヘルパーT 細胞、さらに腫瘍細胞を貪食する顆粒

球やマクロファージや樹状細胞 (DC)、抗体を産生してマクロファージの細胞傷害や補

体による細胞融解をもたらす B 細胞がある (2, 3)。このように多くの細胞により監視され

ているにもかかわらず、腫瘍は免疫システムの監視から逃れ増殖する。この免疫シス

テムからの逃避は、腫瘍抗原の発現低下 /消失、major histocompatibility complex (MHC)

分子の発現低下 /消失による腫瘍抗原提示の低下 (4)、腫瘍細胞による腫瘍増殖因子

(tumor growth factor: TGF)-β, 血管内皮細胞増殖因子 (vascular endotherial growth factor: 

VEGF), IL-8, IL-10 等の抑制性サイトカインの分泌 (5)、さらに制御性 T 細胞による抗腫

瘍免疫の抑制 (6)があげられる。腫瘍細胞を生体の持つ免疫システムから逃避させず、

腫瘍の発生や進展を防止するためには、腫瘍細胞に対する免疫応答を高めることが効

果的であると考えられる。  

	
 現在行われているがんの治療法は、外科的手術・放射線治療・化学療法が主体であ

る。近年、免疫担当細胞のうち CTL、NK 細胞、γδT 細胞や DC を用いた細胞免疫療法

が注目されている。  



 6 

	
 化学療法の進展に貢献したのが、分子標的治療薬の開発である。分子標的治療薬は、

腫瘍細胞の発現している特定の分子にのみ作用するため、抗がん剤などを用いた化学

療法に比して副作用が少ない。近年、抗 CD20 抗体のリツキシマブ (7)、抗 VEGF 抗体ベ

バシズマブ (8)、抗上皮成長因子受容体 (Epidermal Growth Factor Receptor:EGFR)抗体のセ

ツキシマブ (9)などを標的分子として作用する薬剤が開発され , 承認されてきた。  

	
 イマチニブは、慢性骨髄性白血病	
 (chronic myeloid leukemia: CML)の治療を飛躍的

に進めた分子標的治療薬である。9 番と 22 番染色体の相互転座により生じるチロシン

キナーゼ BCR/ABL を特異的に阻害する。慢性期症例の 9 割、さらに急性転化期症例の

約 3 割を完全寛解にもたらした。しかし、イマチニブ抵抗性の CML 症例も報告され

ている (10, 11)。そこで、イマチニブ抵抗性 CML 治療を目的に開発された新しい分子標

的治療薬が、第二世代チロシンキナーゼ阻害薬・ダサチニブである (12)。  

	
 近年、ダサチニブ治療例において CML またはフィラデルフィア染色体 (Ph)陽性急性

リンパ芽球性白血病 (ALL)の約半数の症例で見られた主に NK細胞から成る大型顆粒リ

ンパ  球 (LGL)の増加は , 良好な治療予後の兆候であることが報告され、このような症

例では、γδT 細胞受容体の再構成を示す細胞のクローナルな増殖を示すことが多いと

いう報告がある (13, 14)。そこで、効果的な免疫療法開発のために、ダサチニブ治療例に

おける NK 細胞増加の機序の解明を目的とした。  

	
 細胞免疫療法は、生体外で増幅させたエフェクター細胞を生体内に戻す養子細胞免

疫療法と生体内でのエフェクター細胞を活性化させるペプチド療法や DC療法がある。 

	
 CTL を利用した養子細胞免疫療法による治療は、Epstein Barr virus (EBV)関連腫瘍や

転移性 melanoma の治療で良い成績を収めており、我々も腫瘍抗原特異的な CTL を誘

導する新たな方法についての検討を行っている (15)。これまで、様々な方法で腫瘍抗原

特異的 CTL の誘導が行われているが、治療に適用できる十分量の CTL を確実に培養す

る方法の確立が期待されている。  

	
 免疫記憶細胞は防御免疫において重要な構成要素である。CD8 陽性 T 細胞には、ナ

イーブ、セントラルメモリー、エフェクターメモリー、エフェクター  T 細胞が存在し

ている (16, 17)。マウスにおける検討においては、メモリーT 細胞分画 (特にセントラルメ

モリーT 細胞 )を多く含む CTL を用いた養子細胞免疫療法の優位性が報告されている
(18)。そこで、in vitro において誘導した抗原特異的 CTL のメモリーT 細胞サブセットを

明らかにすることにより、より効果的な CTL 誘導法を開発することを目的とした。  

	
 当研究室ではウィルムス腫瘍遺伝子 (WT)1 ペプチドワクチン療法施行例および健常

コントロール例における WT1 特異的 CTL のモニタリングを長期に渡り行ってきた。

そして、混合リンパ球ペプチド培養 (MLPC)法を用いることで、体内に存在する 1 個の

CTL を増幅して精密に解析し、この方法が CTL 頻度測定及び機能解析において有効で

あることを報告してきた (19)。そこで、より効果的な CTL 細胞免疫療法を確立するため
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に、MLPC 法を用いて、体内で増幅された CTL にクローン性があるか否か、また、同

一の T 細胞受容体 (TCR)を用いて抗原ペプチドを認識しているか否かを明らかにする

ことを目的とした。  

	
 DC は、抗原提示細胞  (antigen presenting cells: APC) の中でナイーブ T 細胞を活性化

できる唯一の APC であり、強力な抗原提示能を持った細胞である (20) 我々の研究室で

樹立した白血病性形質細胞様樹状細胞株 (PMDC05)は、抗原提示能 (21)と CTL 誘導能を

有しているので、養子細胞免疫療法へ応用可能な APC となりうると考えられる (15)。さ

らに、CD80 遺伝子を導入した PMDC05 である PMDC11 は、より高い抗原提示能を持

つことが示されている (22)。  

 エクソゾームは、直径 30〜100 nm の大きさの小胞であり、様々な細胞により分泌さ

れる。DC に代表される APC 由来エクソゾームは、MHC クラス I や II 複合体や CD86

などの抗原提示関連タンパク質を抱負に含むことから、APC 由来エクソゾームによる

免疫調節能に関する研究が行われてきた。マウスにおける DC 由来エクソゾームを用

いた検討において、マウス DC 由来エクソゾームが T 細胞依存的に抗腫瘍効果を促進

するという報告がなされている (23)。そこで、PMDC05 および PMDC11 細胞が分泌する

エクソゾームを同定すると共に、そのエクソゾームを用いた抗原特異的 CTL 誘導能の

有無を明らかにすることを目的とした。  
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第 2章	
 分子標的治療薬ダサチニブのリンパ球サブセットに対する直接作用

の検討  
 

1  緒言  

	
 慢性骨髄性白血病 (CML)は、骨髄増殖性疾患の 1 つである。9 番染色体と 22 番染色

体の間の相互転座によりフィラデルフィア染色体 (Ph)が形成される。Ph 染色体には、

転座の結果できた bcr/abl 融合遺伝子が存在する。この融合遺伝子からできるタンパク

質が強いチロシンキナーゼ活性を持ち、このキナーゼ活性が白血病細胞の自律的な増

殖能に関与していることが知られている。このように CML 細胞の増殖能に関与する

分子基盤が明らかにされたことにより、BCR/ABL チロシンキナーゼをターゲットとし

た分子標的治療薬が開発された。   

	
 第一世代チロシンキナーゼ阻害薬であるイマチニブは、BCR/ABL チロシンキナーゼ

に対する分子標的治療薬であり、CML の治療において高い効果を示してきた (24-26)が、

イマチニブ抵抗性の CML 症例も報告されている (10, 11)。イマチニブ抵抗性は、BCR/ABL 

チロシンキナーゼのキナーゼ活性中心の点変異によりイマチニブが活性中心に結合で

きなくなった結果による (27, 28)。イマチニブ抵抗性 CML 治療を目的に開発された新し

い分子標的治療薬が、第二世代チロシンキナーゼ阻害薬・ダサチニブである (12)。in vitro 

における検討で、ダサチニブはイマチニブに比べて 325 倍の ABL キナーゼ阻害効果

があることや SRC キナーゼファミリーに対しても阻害効果があることが報告されて

いる (29, 30)。ダサチニブの治療により , 大多数の症例において細胞遺伝的完全寛解がも

たらされ、高い無病生存率が得られている。  

	
 近年、ダサチニブ治療例において CML または Ph 陽性急性リンパ芽球性白血病 (ALL)

の約半数の症例で見られた大型顆粒リンパ  球 (LGL)の増加は , 良好な治療予後の兆候

であることが報告されている (13)。LGL とは、健常成人の末梢血単核球中の 10％〜15％

を占めており、その内 85％程度がナチュラルキラー (NK)細胞であり、残りが CD8 陽性

T 細胞から成る (31)。そして、ダサチニブ治療 CML 症例  や Ph 陽性 ALL 症例において

増加していた LGL は主に NK 細胞から成る事が報告されている (13, 14)。この増加した

LGL はモノクローナルまたはオリゴクローナル TCRγδ遺伝子の再構成を持つ事が報告

されている (32)。ダサチニブ治療によって CMV が再活性し LGL を増加させるという報

告もされている (33)。また , NK 細胞の細胞傷害活性を健常なドナーと LGL 増加が認め

られたドナーとで比較すると , LGL 増加が認められたドナーにおいて細胞傷害活性が

増強しており , またダサチニブ治療を受けたドナーはダサチニブ治療を受けていない

ドナーよりも NK 細胞の細胞傷害活性が増強されていると報告している (34)。  

	
 本研究では , ダサチニブ投与による LGLの増加や , ダサチニブ治療を受けた CML症

例のリンパ球増加で予後が良好であった背景を解明するために , リンフォカイン活性
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化キラー (LAK)細胞培養系およびγδT細胞培養系における NK細胞の増殖および細胞傷

害活性 (NK 活性 )に対するダサチニブの直接作用を明らかにすることを目的とした。  

 

2	
 材料と方法  

2.1	
 末梢血単核球 (PBMC)の分離  

	
 健常成人に対して十分な説明を行った後 , 末梢血を採取した。採取した血液に  100 

IU/ml penicillin / 100 µg/ml streptomycin (Life technologies Corporation, Carlsbad, CA)添加

Roswell Park Memorial Institute (RPMI)-1640 培地 (Life technologies Corporation)から成る

RPMI-1640 培地を加え , 十分に混和後 , Lymphoprep (Axis-Shield Poc AS, Oslo, Norway)

の上に静かに重層し ,  800×g で 30 分間遠心を行った。遠心後 , interface の単核球を別

の新しい試験管に移し , RPMI-1640 培地を加えて混和し , 300g で 10 分間遠心を行った。

この後上清を取り除き , 再び RPMI-1640 培地を加え混和後 , 200g で 10 分間遠心を行っ

た。上清を取り除いたあと 10%Fetal bovine serum (FBS)加 RPMI-1640 培地で浮遊し、

トリパンブルー色素排除試験法により生細胞数を求めた。  

 

2.2	
 細胞培養  

	
 ダサチニブのリンパ球サブセットに対する影響に関する検討においては、終細胞濃

度 5×105 /ml となるように PBMC に各濃度のダサチニブ  (Bristol-Meyers Squibb, New 

York, NY, USA)を加えて培養した。 γδT 細胞培養系は、 50 IU/ml IL-2(donated	
 by 

Shionogi Pharmaceutical Co. Osaka, Japan)および 1 µM のゾレドロン酸 (ZA: donated by 

Novartis Pharmaceutical Co., Basel, Switzerland)添加 RPMI-1640 培地 (FBS 添加 )で 4 日間

培養した。一方、LAK 細胞培養系は、500 IU/ml	
 IL-2 添加 RPMI-1640 培地 (FBS 添加 )

で 7 日間培養した。  

	
 また、ダサチニブの NK 活性に対する影響に関する検討においては、γδT 細胞および

LAK 細胞培養系共に以前報告された方法で行った (35, 36)。すなわち、終細胞濃度 1×106 

/ml で 7 日間、上述の IL-2 または ZA 濃度条件で培養した PBMC を用いた。  

 

2.3	
 フローサイトメトリーによるリンパ球サブセット解析  

	
 培養後の細胞をそれぞれチューブに回収し 400×g で  5 分間遠心させた後 , 上清を取

り除き培養細胞を得た。培養細胞に Fcγレセプター (FcγR)ブロック試薬を加えて 4℃ , 10

分間反応させ , 各染色抗体を 20分間染色した。使用した抗体は FITC標識 IgG1, CD3, γδ

T, CD8, Vγ9 (BD Biosciences, San Jose, CA), PE標識抗体 IgG1, CD3, CD4, CD56, Vδ2 (BD 

Biosciences), PerCP 標識抗体 IgG1, CD3 (BD Biosciences)であった。染色後、2 ml の

Phosphate buffered saline (PBS)を加え、400×g で  5 分間遠心し , 上清除去後、細胞を 100 

µl の PBS に浮遊した。細胞を FACS Calibur (BD Biosciences)で測定し、Cell Quest pro 
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software (BD Biosciences)で解析した。  

 

2.4	
 細胞傷害性試験 (NK 活性測定 ) 

	
 NK 活性の測定は、以前報告された方法を一部改変して行った (19)。すなわち、ダサ

チニブ  (0 nM, 25 nM)添加培養 PBMC をエフェクター細胞とし、ダーゲット細胞にはエ

レクトロポレーション法により EGFP を遺伝子導入した白血病細胞株 K562 を用いた。

それぞれの細胞は、回収後、十分洗浄し、フェノールレッド (PR)非添加 RPMI-1640 培

地 (FBS 加 )に浮遊した。K562 を 1×105 /ml に調整し、100µl ずつポリスチレンチューブ

に加えた。次に、エフェクター細胞をエフェクター :ターゲット (E:T)を図に示した比率

になるようポリスチレンチューブに加え、チューブ内の全液量が 200 µl に成るように

PR 非添加 RPMI-1640 培地を加えた。その後、500rpm, 5 分間遠心し , 37℃ , 5%CO2の条

件で 4 時間インキュベートした。インキュベート後 , 各チューブに 7-アミノアクチノ

マイシン D(7AAD, SIGUMA-ALDRICH, St. Louis, MO)1 µl を加え混和し , 暗所で 15 分

間静置した後 , フローサイトメトリーで解析した。GFP 陽性かつ 7AA 陰性の細胞を生

細胞とした。解析は 1 本につき 120 秒ずつ行い、実験はすべて triplicate で行った。細

胞傷害活性は以下のように算出した。  

 

細胞障害活性 (%cytotoxicity) = ｛ (標的細胞のみのチューブ中の標的生細胞数  – 効果細

胞と標的細胞の共培養チューブ中の標的生細胞数 ) / (標的細胞のみのチューブ中の標

的生細胞数 )｝  ×100 

 

 

2.5	
 統計解析  

	
 統計解析は , GraphPad Prism software (GraphPad Prism Inc. San Diego, CA)を用いて行

い , 統計的差はスチューデント t 検定により評価した。p<0.05 を統計的に有意な差有り

と評価した。  

 

3  結果  

3.1	
 γ δT 細胞培養系を用いた γ δT 細胞および NK 細胞増加に対するダサチニブ影

響  

	
 ダサチニブ治療例において NK 細胞を主体とする LGL の増加とクローナルなγδT 細

胞の増加が観察されたので、γδT 細胞培養系を用いて、ダサチニブのγδT 細胞と NK 細

胞増加に対する影響を調べた。同時に、NK 細胞 (CD3 陰性 CD56 陽性 )やγδT 細胞 (CD3

陽性γδTCR 陽性 )以外の腫瘍免疫担当細胞に対するダサチニブの影響も調べた。γδT 細

胞培養系において、NK 細胞の実数比はダサチニブ濃度 2〜25 nM において濃度依存的
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増加を示し、それは有意な増加であった (図 1, 3a)。γδT は、ダサチニブ濃度 5 nM 以上

において実数比の増加は観察されたが、各濃度間の有意差はなかった。また、

Vγ9Vδ2T(Vγ9陽性 Vδ2陽性 )や Vγ9T(CD3陽性 Vγ9陽性 )細胞は NK細胞のように 25 nM

でピークとなる濃度依的増加をするようであったが、そこに有意な差はなかった (図 1)。

NK/T 細胞 (CD3 陽性 CD56 陽性 ), 細胞傷害性 T 細胞 (CD3 陽性 CD8 陽性 )、ヘルパーT

細胞 (CD3 陽性 CD4 陽性 )、Vδ2T 細胞 (CD3 陽性 Vδ2 陽性 )はダサチニブの濃度を変化さ

せても実数比の変化は見られなかった (図 1)。  

 

3.2	
 LAK 培養系を用いた NK 細胞増加に対するダサチニブの影響  

	
 次に、LAK 細胞培養系を用いて、ダサチニブの NK 細胞増加に対する影響を調べた。

同時に、NK 細胞以外の腫瘍免疫担当細胞に対するダサチニブの影響も調べた。LAK

培養系においてもγδT 細胞培養系を用いた場合と同様に、NK 細胞実数比のダサチニブ

濃度依存的増加を示し、それは有意な増加であった (図 2, 3b)。γδT 細胞、NK/T 細胞、

細胞傷害性 T 細胞、ヘルパーT 細胞はダサチニブの濃度を変化させても実数比の有意

な変化は見られなかった (図 2)。  

 

3.3	
 ダサチニブの NK 活性に対する影響  

	
 これまでの検討で、γδT 細胞培養系と LAK 細胞培養系において、ダサチニブ添加に

より培養細胞中の NK 細胞の実数が増加することが分かった。そこで、それぞれの培

養系で培養した NK 細胞を含む培養細胞の NK 活性に対する影響について検討した。

その結果、γδT 細胞培養系においても、LAK 細胞培養系においても、ダサチニブを添

加することにより NK細胞を含む培養細胞の K562に対する NK活性が増強していた (図

4, 5)。  

 

4	
 考察  

	
  

	
 ダサチニブはイマチニブ抵抗性の CML および Pｈ陽性 ALL の治療のために承認さ

れた第二世代チロシンキナーゼ阻害薬である (12)。ダサチニブは様々なイマチニブ耐性

変異のある BCR-ABL チロシンキナーゼに対して効果がある。ダサチニブは、Src キナ

ーゼファミリーである Src, Lck, Hck, Fyn, Yes, Fgr, Blk, Lyn そして Frk を阻害し、受容

体チロシンキナーゼである c-kit, platelet-derived growth factor receptors (PDGFR)αとβ, 

discoidin domain receptor-1, c-Fms や ephrin 受容体も阻害する。  ダサチニブの標的分子

は免疫細胞を含む様々な細胞での増殖及び分化に関連している (37)。in vitro で臨床と同

程度の濃度のダサチニブ添加により、Src キナーゼファミリーの Lck が阻害されるため

に、T 細胞の増殖・活性化・サイトカイン産生が抑制されてしまうという報告がある (38)。
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さらに、 in vivo においてもダサチニブは、T 細胞の応答を阻害する (39)。抗原特異的細

胞傷害性 T 細胞による脱顆粒応答がダサチニブ濃度依存性に阻害される。CD4 陽性 T

細胞は、CD8 陽性 T 細胞に比しダサチニブへの感受性が強く、ナイーブ T 細胞はメモ

リーT 細胞比してダサチニブに対する感受性が強い。γδT 細胞の活性化もまたダサチニ

ブにより阻害される (40)。ダサチニブがウイルスや白血病抗原に特異的な CD8 陽性 T 細

胞による INF-γとグランザイム Bの産生を抑制し , さらにその増殖も阻害することが報

告されている (41)。現在使用されている BCR-ABL チロシンキナーゼ阻害薬は３つある

が、イマチニブは NK 細胞の細胞傷害性やサイトカイン産生を阻害しなかった。ニロ

チニブは NK活性に影響はなかったが、高濃度で使用したところ NK 細胞による INF- γ

産生を抑制し、ダサチニブでは低濃度でも NK 活性および INF- γ産生を共に抑制する

と報告されている (42)。in vitro における NK 活性の測定で、ダサチニブは濃度依存性に

NK 活性を阻害するが、ダサチニブ添加培養された NK 細胞を洗浄すると NK 活性が復

活するという報告もある (43)。  

	
 しかし , 今回の我々の研究ではダサチニブ添加培養した PBMC は NK 細胞の活性が

増強されていた。BCR/ABL は NKG2Dligand の MIC/A と MIC/B の表面発現を直接高め

るが , BCR/ABL 阻害剤では NKG2Dligand の減少を引き起こす事が報告されている (44)。

その結果 , BCR/ABL が発現している標的細胞に対してダサチニブによる NK 細胞活性

の低下が引き起こされる (42)。さらに、BCR/ABL に death-inducing receptor である DR4

と DR5 の発現が調節されており、BCR/ABL がイマチニブやダサチニブにより阻害を

受けると DR4 と DR5 の発現が抑制されると言う報告がある (45)。つまり、MIC/A や  

MIC/Bと DR4や DR5の発現が減少しターゲットの NK細胞に対する感受性が低下する

結果、NK 活性が低下していると考えられていたが , 本検討では NK 活性のアッセイ系

にダサチニブを添加していなかったため、NK 活性が低下しなかったと考えられる。  

	
 ダサチニブの薬物動態とダサチニブ治療症例でのリンパ球数との関連性の報告によ

れば , ダサチニブの経口投与後 1〜2 時間で血中リンパ球 , 特に NK 細胞 , NK/T 細胞 , 

γδT 細胞が急激に増加し , 投与後 12 時間で投与前のレベルに戻っていた (46)。このよう

に免疫反応に対するチロシンキナーゼ阻害薬の影響に関する研究結果が様々であるこ

とは , チロシンキナーゼ阻害薬の濃度と暴露期間 , 細胞培養法 , 用いたサイトカイン

の違い , 試験評価前に細胞をどの程度洗浄したかなど , 異なる実験条件によって起こ

る可能性が考えられる。  

	
 近年、臍帯血細胞を用いて、ダサチニブ添加培養を行うと NK 細胞が増殖するとい

う報告がなされた (47)。さらに、ポリクローナルな NK 細胞を用いた ex vivo の検討にお

いて、NK 活性を測定するアッセイ系からダサチニブを除去すると、事前にダサチニブ

処理された NK 細胞の NK 活性は影響を受けないと言う報告がある (46)。本検討におい

ても、NK 活性のアッセイ系にはダサチニブは添加されておらず、アッセイ前に十分に
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洗浄したので、NK 細胞が増加していたダサチニブ添加培養した細胞で NK 活性が増

強していたと考える。本研究において , ダサチニブ治療を受けた CML 患者に置けるリ

ンパ球増加症は , 少なくとも部分的にダサチニブの NK 細胞に対する直接的な刺激作

用に基づくことが示唆された。  

  



 14 

5	
 図と図の説明  

  

図 1  γ δT 細胞培養系におけるダサチニブのリンパ球サブセットに及ぼす影響  

(n=3) 

γδT 細胞培養系での NK 細胞 (CD3 陰性 CD56 陽性 )、NK/T 細胞 (CD3 陽性 CD56 陽性 )、

細胞傷害性 T 細胞 (CD3 陽性 CD8 陽性 )、ヘルパーT 細胞 (CD3 陽性 CD4 陽性 )、γδT 細

胞 (CD3 陽性 TCRgd 陽性 )、Vγ9Vδ2T 細胞 (Vγ9 陽性 Vδ2 陽性 )、Vγ9 T 細胞 (CD3 陽性 Vγ9

陽性 )、Vδ2 T 細胞 (CD3 陽性 Vδ2 陽性 )の実数の比を示す。  

培養 4 日後のダサチニブ非添加培養細胞における各リンパ球サブセットの絶対数を 1

として、各濃度のダサチニブ添加培養細胞中の各リンパ球サブセットの絶対数の比で

表した。3 人の健常人 PBMC を用いた検討の mean±SEM である。  
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図 2  LAK 細胞培養系におけるダサチニブのリンパ球サブセットに及ぼす影響

(n=7) 

LAK 細胞培養系での NK 細胞 (CD3 陰性 CD56 陽性 )、NK/T 細胞 (CD3 陽性 CD56 陽性 )、

細胞傷害性 T 細胞 (CD3 陽性 CD8 陽性 )、ヘルパーT 細胞 (CD3 陽性 CD4 陽性 )、γδT 細

胞 (CD3 陽性 TCRγδ陽性 )の実数の比を示す。培養 7 日後のダサチニブ非添加培養細胞

における各リンパ球サブセットの絶対数を 1 として、各濃度のダサチニブ添加培養細

胞中の各リンパ球サブセットの絶対数の比で表した。7 人の健常人 PBMC を用いた検

討の mean±SEM である。  
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図 3  γ δT細胞培養系および LAK 細胞培養系におけるダサチニブの NK 細胞に及

ぼす影響	
  

(a) γδT 細胞培養系での NK 細胞 (CD3 陰性 CD56 陽性 )、の実数の比を示す。培養 4 日後

のダサチニブ非添加培養細胞に比して、25 および 50 nM ダサチニブ添加培養細胞中の

NK 細胞の絶対数は、有意に増加していた。3 人の健常人 PBMC を用いた検討の

mean±SEM である。  

(ｂ ) LAK 細胞培養系での NK 細胞 (CD3 陰性 CD56 陽性 )、の実数の比を示す。培養 7

日後のダサチニブ非添加培養細胞に比して、10, 25 および 50 nM ダサチニブ添加培養

細胞中の NK 細胞の絶対数は、有意に増加していた。7 人の健常人 PBMC を用いた検

討の平均±SEM である。  
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図 4 ダサチニブの γ δT 細胞培養系で培養した NK 細胞を含む培養細胞の K562 に

対する NK 活性への影響  

健常人 PBMC をγδT 細胞培養系で 7 日間培養した。25 nM ダサチニブ添加または非添

加培養した PBMC をエフェクター細胞とし、EGFP 遺伝子を導入した K562 細胞をター

ゲット細胞として NK 活性を測定した。3 回行った検討の代表例。グラフの実線がダサ

チニブ添加、破線がダサチニブ非添加を表す。  
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図 5 ダサチニブの LAK 細胞培養系で培養した NK 細胞を含む培養細胞の K562

に対する NK 活性への影響  

健常人 PBMC を LAK 細胞培養系で 7 日間培養した。25 nM ダサチニブ添加または非添

加培養した PBMC をエフェクター細胞とし、EGFP 遺伝子を導入した K562 細胞をター

ゲット細胞として NK 活性を測定した。3 回行った検討の代表例。グラフの実線がダサ

チニブ添加、破線がダサチニブ非添加を表す。  
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第３章	
 抗原特異的細胞傷害性 T 細胞(CTL)の誘導と誘導 CTL のメモリーT 

細胞サブセットの解析  
 

 

1	
 緒言  

ヒトの免疫系には自然免疫と獲得免疫が存在する。自然免疫は、元来備わっている‘非

自己’に対する抵抗性であり、即効的であるが、免疫学的特異性はない。一方、獲得

免疫は、抗原刺激に反応して、それに対応するリンパ球の増加や抗体産生により抗原

を除去し、同じ抗原に対する備えとして記憶リンパ球を残す機構であり、免疫学的特

異性がある。獲得免疫は、抗原排除において抗体が働く液性免疫と免疫担当細胞によ

り抗原排除が行われる細胞性免疫に分けられる。CD8 陽性 T 細胞は、細胞性免疫にお

いてウイルス感染細胞や腫瘍細胞の排除に重要な役割を担っている。  

 養子細胞免疫療法は、生体外で増殖させた免疫担当細胞を患者に輸注してウイルスや

腫瘍細胞を生体内から除去するという方法である (48, 49)。齧歯類を用いた研究では、抗

原特異的 CD8 陽性細胞傷害性 T 細胞 (CTL)による養子細胞免疫療法がウイルス感染や

ガンに対して有効であり、ヒトにおいても、この養子細胞免疫療法の有効性に関する

報告がなされて来ている (50)。CTL を利用した養子細胞免疫療法療法による治療は、

Epstein Barr virus (EBV)関連腫瘍や転移性 melanoma の治療で良い成績を収めており、

我々も腫瘍抗原特異的な CTL を誘導する新たな方法についての検討を行っている (15)。

これまで、様々な方法で腫瘍抗原特異的 CTL の誘導が行われているが、治療に適用で

きる十分量の CTL を確実に培養する方法の確立が期待されている。  

 免疫記憶細胞は防御免疫において重要な構成要素である。CD8 陽性 T 細胞には、ナイ

ーブ、セントラルメモリー、エフェクターメモリー、エフェクター  T 細胞が存在し、

それぞれ独特な表現型と機能的な特徴を有している (16, 17)。ナイーブ T細胞の表現型は、

CCR7+CD27+CD45RA+であり、ナイーブ T 細胞が抗原刺激を受けるとⅠ型インターフ

ェロン (IFN)や IL-12 などサイトカインの補助を受けて、抗原特異的な CD8 陽性 T 細胞

の対数増殖期を経て、エフェクターT 細胞 (CCR7-CD27-CD45RA+)へ分化する (51, 52)。エ

フェクターT 細胞は、 IFN-γや腫瘍壊死因子 (TNF)を大量に分泌するだけでなく、グラ

ンザイム B やパーフォリンを発現しており、獲得した細胞傷害活性により感染細胞や

腫瘍細胞を排除する。感染細胞や腫瘍細胞排除後、大部分のエフェクターT 細胞はア

ポトーシスを起こして死滅し、残った 5〜10%が CD8 陽性メモリーT 細胞となる。メ

モリー T 細胞は、 CCR7+CD27+CD45RA-の表現型のセントラルメモリー T 細胞と

CCR7-CD27-CD45RA-の表現型のエフェクターメモリーT 細胞から成る。これらが 2 回

目以降の抗原刺激に備えている。in vitro の検討において、CD8 陽性セントラルメモリ

ーT と CD8 陽性エフェクターメモリーT 細胞は共に素早くサイトカインを産生し、細
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胞傷害性を示すことがわかっている (53)。マウスの Lymphocytic choriomeningitidis virus 

(LCMV) や Listeria monocytogenes (LM) の急性感染における T 細胞免疫モデルでは、

セントラルメモリーT 細胞はエフェクターメモリーT 細胞より生体内における増殖能

が強く、免疫応答でエフェクターメモリーT より長期的な強い免疫応答を示ことが報

告されている (18)。  

 これまでのウイルス感染やマウスにおける抗腫瘍養子細胞免疫療法の研究から、メモ

リーT細胞  (特にセントラルメモリーT細胞 ) 分画を多く含む CTLを用いた養子細胞免

疫療法の優位性が考えられる。そこで本検討で、我々は in vitro において抗原特異的

CTL を誘導し、その誘導 CTL の CD8 陽性メモリーT 細胞のサブセットを明らかにする

ことにより、より効率的で効果的な CTL 誘導法を開発することを目的とした。  

 

2	
 材料と方法  

2.1	
 細胞培養  

	
 PMDC11 は 10%Fetal Bovine Serum (FBS) 添加 Iscov’s Modified Dulbecco’s Medium 

(IMDM: Life technologies Corporation, Carlsbad, CA) で 培 養 を 行 っ た 。 ま た 、

constitutively active Toll-like receptor 4 (caTLR4) をレンチウイルスベクターにより

PMDC11 に導入した caTLR4-PMDC11 は 10%FBS 添加 IMDM に終濃度 400 µg/ml およ

び 1 µg/ml となるように G418 と puromycin を加えて培養した。  

 

2.2 末梢血単核球 (peripheral blood mononuclear cell ;PBMC) の分離  

 健常成人に対して十分な説明の後、末梢血を採取した。採取した末梢血を 1,160×g で

30 分間遠心し、血漿を分離した。血漿を新しい試験管に移し、終濃度 5 IU/ml のトロ

ンビン  (ミドリ十字、大阪 ) を加え、37℃で 24 時間反応させた。その後、1,160×g で

20 分間遠心分離し、血清を得た。  

 血漿分離後の残りの血球に分離した血漿と同量の 100 IU/ml penicillin / 100 µg/ml 

streptomycin (Life technologies Corporation) を添加した Roswell Park Memorial Institute 

(RPMI) 1640 培地  (以下 RPMI1640 培地 , Life technologies Corporation) を加え、十分に

混和後、Lympho prep (Axis-Shield Poc AS, Oslo, Norway) の上に静かに重層し、800×g

で 30分間遠心を行った。遠心後、interfaceより PBMCを新しい試験管に移し、RPMI1640

培地を加えて混和し、300×g で 10 分間遠心を行った。上精を除き、さらに RPMI1640

培地を再浮遊後、200×g で 10 分間遠心を行った。この沈殿した PBMC を 5%自己血清

(5% AS) 添加 RPMI1640 培地  (以下 5%AS 培地 ) で洗浄・浮遊し、トリパンブルー色素

排除試験法によって生細胞数を求めた。  
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2.3	
 サイトカインとペプチド  

IL-2 (シオノギ製薬、大坂 ), IL-7 (R＆D systems Minneapolis, MN)、改変型 WT-1 ペプチ

ド  (WT1, CYTWNQMNL, Neo MPS, San Diego, CA)、CMVpp65 ペプチド  (CMVpp65, 

QYDPVAALF, フナコシ ,東京 )を用いた。  

 

2.4  フローサイトメトリー (FACS)解析  

 上述のように培養された細胞に Fcγレセプターブロック試薬を加え 4℃、10 分間反応

させ、各染色抗体で 4℃、20 分間染色した。使用した抗体および tetramer は、Fluoroescein 

isothiocyanate (FITC) 標識抗体 : IgG1, CD8 (BD Biosciences, San Jose, CA)、Phycoerythrin 

(PE) 標識抗体 : IgG1, CD8 (BD Biosciences), WT1 tetramer (HLA-A*2402 WT1 (mutant) 

tetramer –CYTWNQMNL-PE, 医 学 生 物 学 研 究 所 , 長 野 ), CMVpp65 tetramer 

(HLA-A*2402 CMVpp65 –tetramer –QYDPVAALF-PE, 医学生物学研究所 )、PE-Texas Red 

(ECD)標識抗体 : CD45RA (Immunotech, Marseille, France)、Allophycocyanin (APC) 標識

抗体 : CD27 (Immunotech) である。染色後、Phosphate Buffered Saline (PBS) で 1 回洗浄

し、FACSCalibur (BD Biosciences) で測定し、CellQuest pro (BD Biosciences)で解析した。  

 

2.5  混合リンパ球ペプチド培養法  (Mixed Lymphocyte Peptide Culture: MLPC) 

	
 MLPC 法による培養は、以前報告された方法を用いた (19, 54)。すなわち、分離し、生

細胞数を得た PBMC を 5% AS 培地で 3×106 cells/ml に調整し、ペプチドを終濃度 10 

µg/ml (WT1 ペプチド ) または 5 µg/ml (CMVpp65 ペプチド )となるように加え、十分に

混和した。PBMCとペプチドの混合液を 100 µlずつ 96-well U-bottom plateに播種した。

3 日後に 50 IU/ml の IL-2 添加 5% AS 培地  (以下 MLPC 培地 ) を 100 µl ずつ各 well に

加えた。その後 2 日毎に半分の培地を新しい MLPC 培地と交換した。培養開始 2 週間

目より WT1 tetramer 陽性 CD8 陽性細胞および CMVpp65 tetramer 陽性 CD8 陽性細胞を

FACS 解析  (以下 tetramer 解析 ) した。  

2.6 サラカチニブのメモリー細胞サブセットに対する効果  

	
 MLPC 法により培養された PBMC を 2 週間目に tetramer 解析を行った後、2 つの well

に等分配し、1 つの well は MLPC 培地で培養を続け、もう一方の well は 0.3 µM サラ

カチニブ (AZD0530, AstraZeneca, Wilmington, DE) 添加 MLPC 培地で培養を続けた。培

養液は 2日毎に新しい培養液に交換した。分配培養 1週間目より WT1 tetramer陽性 CD8

陽性細胞および CD8 陽性メモリーT 細胞サブセットを FACS 解析した。  

2.7	
 PMDC 刺激培養法 (抗原特異的 CTL 誘導 ) 

 PMDC 細胞株を抗原提示細胞  (Antigen Presenting Cell :APC) とした抗原特異的 CTL

誘導法は、以前の報告を一部改変して行った (15, 55)。すなわち、分離した PBMC より

Anti-FITC microbeads MACS system (Miltenyi Biotech, Bergisch Gladbach, Germany) を用
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いて positive selection により純化 CD8 陽性 T 細胞を調整した。純化 CD8 陽性 T 細胞の

純度は 90%以上であった。PMDC11 および caTLR4-PMDC11 は 1×106 cells/ml になるよ

うに、それぞれ IMDM または G418 および puromycine 添加 IMDM に浮遊した。その

PMDC 細胞株浮遊液に CMVpp65 ペプチドを終濃度 5	
 µg/ml となるように加え、37℃

で 24 時間培養した。caTLR4-PMDC11 においては、caTLR4 の発現誘導の目的でペプチ

ドと同時に終濃度 1 µg/ml のドキシサイクリン  (タカラバイオ株式会社 , 大津 , 滋賀 ) 

を添加した。その後、RPMI1640 培地で 3 回洗浄し、30 Gy のγ線照射し、APC とした。

そして、純化 CD8 陽性 T 細胞  (3×105 cells/well)、APC (1.5×105 cells/well)を 24-well plate

で共培養した。培養液は、5％AS 培地を用いた。培養開始 3 日目に IL-2 (50 IU/ml), IL-7 

(10 ng/ml) を加え、以後 2-3 日毎に半分の培地を新しい 50 IU/ml IL-2, 10 ng/ml IL-7, 5% 

AS 培地に交換した。培養 2 週間目より CMVpp65 tetramer 陽性 CD8 陽性細胞およびメ

モリーT 細胞サブセットを FACS 解析した。また、APC による再刺激は毎週行った。  

 

2.7	
 細胞傷害性試験  

	
 本検討においては、以前報告された方法を用いて行った (56)。ターゲット細胞として

EGFP 遺伝子を導入した K562 細胞と GFP 遺伝子を導入した T2A24 細胞を用いた。エ

フェクター細胞として MLPC 法で培養した CMVpp65 を含む培養細胞を用いた。ター

ゲット細胞はエフェクター細胞と共培養する前に、10% FBS 加 RPMI1640 培地中で

CMVpp65 ペプチド  (5 µg/ml) を 37℃・24 時間パルスした。ターゲット細胞およびエ

フェクター細胞を回収し、Phenol red (PR) 非含有 RPMI1640 培地  (PR(-)RPMI 培地、

Life technologies Corporation)で 3 回洗浄し、10% FBS 加 PR(-)RPMI 培地に再浮遊した。

ターゲット細胞をエフェクター細胞と 37℃で 4 時間共培養した後、死細胞を 7-アミノ

アクチノマイシン D (7-AAD, SIGMA-ALDRICH, St. Louis, MO) で 15 分間室温・暗所に

おいて染色した。生細胞  (EGFP+7AAD-または GFP+7AAD-) をゲートし、2 分間フロー

サイトメトリーで測定し、生細胞ゲートに入った細胞を生細胞の絶対数とした。%細

胞傷害性は以下の式により求めた。%細胞傷害性=[(ターゲット細胞のみの生細胞の絶

対数 )-(ターゲット細胞とエフェクター細胞を共培養した後の生細胞の絶対数 )]/ (ター

ゲット細胞のみの生細胞の絶対数 )×100 

 

2.8	
 統計解析  

統計解析は、GraphPad Prism software (GraphPad Prism Inc. San Diego, CA) を用いて行い、

統計的差はスチューデント t 検定により評価した。p<0.05 を統計的に有意差有りと評

価した。  

 



 23 

3 結果  

3.1	
 MLPC 法で培養した CD8 陽性細胞中のメモリーT 細胞サブセット  

 

本研究において、まず MLPC 法で培養した CD8 陽性 T 細胞中のメモリーT 細胞サブセ

ットの解析を行った。CD8 と CMVpp65 tetramer で染色し、リンパ球ゲートで展開した

CD8 陽性細胞を CMVpp65 tetramer 陽性または CMVpp65 tetramer 陰性細胞でそれぞれ

展開し、それぞれのメモリーT 細胞サブセットの解析を行った  (図 1a)。CD8 陽性細胞

におけるメモリーT 細胞サブセットは、CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性および陰性細

胞に関わらず、セントラルメモリーT 細胞の割合が他のメモリーT 細胞サブセットに比

べて圧倒的に高く、その傾向は培養開始 4 週間目まで続いていた  (図 1b, c)。  

 

3.2	
 MLPC 法で培養した細胞の抗原特異的細胞傷害性と MHC 拘束性  

 

	
 MLPC 法で培養した細胞が抗原特異的細胞傷害性を有するのか否かについて調べた。

初めに、ターゲット細胞の T2A24 細胞に CMVpp65 ペプチドをパルスの有無による細

胞傷害性を比較した。その結果、MLPC 法で培養された細胞は、ペプチドをパルスし

た T2A24 細胞に対する細胞傷害性が、ペプチドをパルスしていない細胞に比して、明

らかに高かった  (図 2)。  

	
 次に、ターゲット細胞にペプチドをパルスした T2A24 細胞と K562 細胞を用いて、

同様の細胞傷害性試験を行った。CMVpp65 tetramer 陽性 CD8 陽性細胞の陽性率が高か

ったウェルの細胞  (C5, C7)は、ペプチドをパルスした T2A24 細胞に対して強い細胞傷

害性を示したが、K562 細胞に対しては殆ど示さなかった  (図 3)。以上の結果から、誘

導した CTL は MHC classⅠ拘束性の抗原特異的細胞傷害性を持つことが示された。  

 

3.3	
 セントラルメモリーT 細胞誘導におけるサラカチニブの効果  

 

	
 本来、セントラルメモリーT 細胞は、メモリーT 細胞サブセットの中でも特に二次応

答における強い増殖性を示し、細胞傷害活性も示すために、免疫記憶の主要な細胞と

考えられている。そこで、MLPC 法で、より効率良くセントラルメモリーT 細胞の CTL

を誘導出来ないかと考えた。Src kinase family 阻害剤であるサラカチニブがセントラル

メモリーT 細胞を増殖させるという報告があった (57)。本研究において MLPC 法で誘導

した WT1 特異的 CTL を含む培養細胞の培養液にサラカチニブを添加することがセン

トラルメモリーT 細胞を主体とするメモリーT 細胞サブセットに影響があるか否かに

ついての検討を行った。その結果、WT1 tetramer 陽性 CD8 陽性細胞の割合においては、

サラカチニブの添加の有無による有意な差は認められなかった  (図 4)。WT1 tetramer
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陽性または陰性に関わらず、CD8 陽性細胞中のメモリーT 細胞サブセットは、セント

ラルメモリーT 細胞を主とする細胞の増殖が見られたが、サラカチニブの影響は観察

されなかった  (図 5，6)。  

 

3.4	
 PMDC刺激培養法による抗原特異的 CTL誘導と誘導 CTLのメモリー細胞サ

ブセットの解析  

 

	
 樹状細胞  (dendritic cell :DC) は、免疫応答においてナイーブ T 細胞を活性化する最

も強力な APC である。当研究室で樹立した白血病性形質細胞様樹状細胞株 PMDC05

および PMDC05 に CD80 遺伝子を導入した PMDC11 は APC としての機能を有してい

る (15, 22)。そこで、PMDC 細胞を APC として用いて誘導した抗原特異的 CTL のメモリ

ーT 細胞サブセットの解析を試みた。CMVpp65 tetramer 陽性または陰性に関わらず、

誘導された CD8 陽性細胞の殆どがセントラルメモリーT 細胞であり、CD8 陽性細胞中

のセントラルメモリーT 細胞の割合が培養 5 週目まで高く維持されており、絶対数が

増加の増加が認められた  (図 7 および 8)。  

	
  

 

3.5	
 MLPC 法または PMDC 刺激培養法で誘導した CTL 中のセントラルメモリー

T 細胞の比較  

 

MLPC 法または PMDC 刺激培養法で誘導した CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞中

のセントラルメモリーT 細胞の割合を比較したところ、PMDC 刺激培養法でのセント

ラルメモリーT 細胞の割合が MLPC 法に比べて増加していた  (図 9) 

 

4  考察  

 養子細胞免疫療法は、生体外で抗原を特異的に認識するように誘導・増殖 CTL を輸

注し、CTL の強い細胞傷害活性利用して標的とする抗原を有する細胞を排除させると

いう考えのもと行われてきた (48, 58)。しかし、養子細胞免疫療法を含むガン免疫治療は、

主に患者の免疫抑制機構の働きにより腫瘍の増殖を抑えることにしばしば失敗し、現

在、その抑制機構の働きを乗り越えるための研究が進められている。長期に渡るマウ

スを用いた研究によってマウスにおける養子細胞免疫療法の技術向上はもたらされた

が、未だ治療に適用できる大量な CTL 誘導法は確立されていない。  

 活性化した CD8 陽性 T 細胞は、細胞傷害活性を有する抗原特異的 CD8 陽性エフェク

ターT 細胞  (=CTL) に成熟し、パーフォリンやグランザイム B を分泌して標的抗原を

有する細胞を殺傷し、除去する。免疫応答収束後、CTL の 90〜95%は死滅し、残りが
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CD8 陽性メモリーT 細胞として生体内で生き残る。脾臓など二次リンパ節には、CD8

陽性セントラルメモリーT 細胞が存在し、抗原刺激を受けると自己複製とエフェクタ

ーメモリーT 細胞になる。末梢組織には、CD8 陽性エフェクターメモリーT 細胞が存

在し、エフェクターメモリーT 細胞は抗原刺激で素早くエフェクターT 細胞として細胞

傷害活性を発現させる。B16 マウス melanoma 細胞を移植した C57BL/6 マウスに対し、

melanoma/melanocyte関連抗原 gp100特異的 T細胞受容体を発現するトランスジェニッ

クマウス  (Pmel-1 マウス ) の脾臓細胞より誘導した CTL を輸注した結果、B16 マウス

melanoma細胞を移植部位に浸潤した CD8陽性エフェクターT細胞により必要十分な抗

腫瘍免疫を確立できるという報告がされている (59, 60)。しかし、その後の検討において、

Pmel-1 マウスの脾臓細胞より CD8 陽性 T 細胞を誘導し、セントラルメモリーT, エフ

ェクターメモリーT, エフェクターT細胞をそれぞれ純化して行った研究において CD8

陽性メモリーT (セントラルメモリーT, エフェクターメモリーT) 細胞の方がエフェク

ターT 細胞より優れた抗腫瘍効果を持っていることが明らかにされている (61, 62)。  

 本検討において、MLPC 法で誘導した CMVpp65 ペプチド特異的な CTL 中の CD8 陽

性メモリーT 細胞サブセットの解析を行い、セントラルメモリーT 細胞が主に誘導され

ていた。さらに、抗原特異的な細胞傷害性試験の結果からも、誘導された CTL が強い

抗原特異的細胞傷害性を示すことが分かった。これは、誘導されたセントラルメモリ

ーT 細胞を中心とする CTL が抗原を持つターゲット細胞と共培養することで、素早く

活性化したからであると考える。  

 養子細胞免疫療法では、輸注の効果が長期持続することが好ましく、患者の血球を利

用するため、患者への負担軽減の観点から一度の採血で効率良く CTL を誘導可能であ

ることが求められる。効果の長期持続性は、セントラルメモリーT 細胞が主に二次リ

ンパ組織に帰巣し、二次免疫応答において主要な反応を示すことから、セントラルメ

モリーT 細胞を多く含む細胞分画を輸注することが好ましいと考えられる。  

 化学療法薬は、多くの場合免疫抑制的に働くと言われている。しかし、その代表と言

われていた rapamycin がメモリーT 細胞の機能を促進するという報告がある (63)。最近

では、Src キナーゼファミリー阻害剤であるサラカチニブが、Akt-mTOR (mammalian 

target of rapamycin) 系を阻害する結果、セントラルメモリーT 細胞の増殖と IFN-γの産

生を促進すると報告がされている (57)。免疫反応では、抗原刺激を受けた CD8 陽性ナイ

ーブ T 細胞はクローン性の対数増殖期経て、エフェクターT 細胞となり、生体内から

外来抗原が除去されるとアポトーシスを起こす収縮期  (contraction phase) へと入る。

LCMV に感染したマウスを用いた検討において、感染直後の対数増殖期に rapamycin

を投与すると CD8 陽性メモリーT 細胞の数が増加し、収縮期に rapamycin を投与した

場合は、自己複製能と増殖能および抗原排除能の改善というメモリーT 細胞の質が改

善されるという報告がある (63)。さらに LCMV 感染マウスを用いた検討では、 rapamyci
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ｎを増殖期と収縮期両方で投与すると CD8 陽性メモリーT 細胞の数の著しい増加と細

胞の質の改善が共に観察された。サラカチニブも、サラカチニブが本来持つ Src kinase 

family を阻害するのではなく、Akt-mTOR 系を阻害する結果、メモリーT 細胞を増殖さ

せ、増殖期または収縮期に加えるとより CD8 陽性セントラルメモリーT 細胞の増殖と

IFN-γ産生を増強させる (57)。このことから、本検討において、サラカチニブによるセン

トラルメモリーT 細胞分画の割合に与える影響は観察されなかったのは、サラカチニ

ブを添加する時期に原因があったと考える。MLPC 法におけるサラカチニブの効果を

引き出すには、培養液にサラカチニブを添加する時期を検討する必要があると考える。 

 ヒト樹状細胞は、形質細胞様樹状細胞  (plasmacytoid dendritic cell: pDC) と骨髄系樹状

細胞  (myeloid dendritic cell: mDC) に大別される。樹状細胞は、初期の免疫応答を誘導

する最も強力な抗原提示細胞であり、抗原を T 細胞に提示し、T 細胞を活性化して、

細胞性免疫応答を開始させる (64, 65)。当研究室において樹立した PMDC05 は、pDC と

mDC 双方の性質を併せ持つ細胞株である (21)。PMDC05 を用いて CTL を誘導可能であ

り、さらに PMDC05 に CD80 遺伝子を導入した PMDC11 は、抗原提示能において

PMDC05 より優れていることが示されている (15, 22)。PMDC05 および PMDC11 は、

Lipopolysaccharide (LPS) 刺激により、その抗原提示能を増強させる。LPS は Toll 様受

容体 4  (Toll like receptor 4: TLR4) のリガンドであり、LPS 刺激により成熟した DC は

抗原特異的 CTL 誘導能と制御性 T 細胞機能抑制能が増強すると言われている (66)。当研

究室では、constitutively active (ca)TLR4 を PMDC11 に導入した caTLR4-PMDC11 を作

成し、LPS 刺激した PMDC11 と同等の抗原提示能を有することを示した (56)。PMDC11

と caTLR4-PMDC11 を APC として CMVpp65 特異的 CTL を誘導し、その誘導 CTL の

CD8 陽性メモリーT 細胞サブセットの解析を行った。PMDC 刺激培養法において CD8

陽性セントラルメモリーT 細胞を主なサブセットとする CTL を長期に渡り誘導するこ

とが可能であり、その誘導能が MLPC 法に比して高いことが示された。PMDC 刺激培

養法で用いているサイトカインの IL-7 は、T 細胞の新生や成熟 T 細胞の増殖・恒常性

維持に不可欠なサイトカインである。IL-7 受容体α鎖  (IL-7Rα) の発現は、ナイーブと

メモリーT 細胞は同程度であるが、エフェクターT 細胞においては減少していることが

知られている。マウスを用いた検討において IL-7 シグナルは、メモリーT 細胞の数の

増加には関与しないが、 IL-7 シグナルを欠くとメモリーT 細胞として生き残る細胞が

少ないことが報告されている (67-69)。PMDC 刺激培養法が MLPC 法より優れた CD8 陽性

セントラルメモリーT 細胞を主体とする CTL 誘導能を示した理由の 1 つは、 IL-7 添加

により刺激後メモリーT 細胞として生き残った細胞が多かったからではないかと考え

る。このことより、PMDC 細胞株を利用した抗原特異的 CTL 誘導法は効率的でかつ効

果的な抗原特異的 CTL を誘導する 1 つの方法である可能性が示唆された。  

 これまでの多くの研究において、誘導 CTL の CD8 陽性メモリーT 細胞サブセットの
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解析は、十分に行われていなかった。近年、ヒト pDC 株である GEN を用いた CMVpp65

特異的 CTL 誘導の研究で、誘導 CTL は CD8 陽性セントラルメモリーT 細胞を主体と

し、CMVpp65 を導入した EBV 細胞株を皮下移植したマウスに CTL を輸注すると EBV

関連腫瘍を退縮させるという報告がある。このことから、PMDC 細胞株を利用した抗

原特異的 CTL誘導法は効率的でかつ効果的な抗原特異的 CTLを誘導する 1つの方法で

あることが示唆された。  
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5 図と図の説明  

 

(a) 

 

 

図 1 MLPC 法で誘導した CMVpp65特異的 CTL の CD8 陽性メモリーT 細胞サブセ

ットの解析  

(a) MLPC 法で誘導した CTL を CD8-FITC, CMVpp65-tetramer-PE, CD45RA-ECD, 

CD27-APCで染色し、CMVpp65 tetramer陽性 CD8陽性または CMVpp65 tetamer陰性 CD8

陽性でゲートし、CD45RA-ECD と CD27-APC でそれぞれ展開し、CD8 陽性メモリーT

細胞サブセットの割合を求めた。  

CM:セントラルメモリーT 細胞	
 EM:エフェクターメモリーT 細胞	
 ナイーブ T 細胞	
 

エフェクターT 細胞  

(b) CMVpp65 tetramer陽性 CD8陽性細胞 (CTL)中の 2, 3, 4週目の CD8陽性メモリーT細

胞の割合。  

(c) CMVpp65 tetamer陰性 CD8陽性細胞中の 2, 3, 4週目の CD8陽性メモリーT細胞の割

合。  
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(b) 

 

図 1 MLPC 法で誘導した CMVpp65特異的 CTL の CD8 陽性メモリーT 細胞サブセ

ットの解析  

(b) CMVpp65 tetramer陽性 CD8陽性細胞 (CTL)中の 2, 3, 4週目の CD8陽性メモリーT細

胞の割合。  
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(c) 

 
図 1 MLPC 法で誘導した CMVpp65特異的 CTL の CD8 陽性メモリーT 細胞サブセ

ットの解析  

(c) CMVpp65 tetamer陰性 CD8陽性細胞中の 2, 3, 4週目の CD8陽性メモリーT細胞の割

合。  
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図 2 MLPC 法で誘導した誘導細胞の細胞傷害性試験における抗原特異性  

CMVpp65 ペプチドをパルスした GFP-T2A24 細胞  (peptide(+)) とパルスしていない

GFP-T2A24 細胞  (peptide(-)) をターゲット細胞とした細胞傷害性試験。白抜きの棒グ

ラフがペプチドパルスしていないターゲット細胞・黒塗りの棒グラフがペプチドをパ

ルスしたターゲット細胞。下は細胞傷害性試験で使用した各ウェルのエフェクター細

胞の CMVpp65 tetramer 解析の結果。四角で囲まれたゲート内の赤い細胞集団が CD8

陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞。数字は、CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞の陽

性率  
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図 3 MLPC 法で誘導した誘導細胞の細胞傷害性試験における MHC 拘束性  

CMVpp65 ペプチドをパルスした GFP-T2A24 細胞と EGFP-K562 細胞をターゲット細胞

とした細胞傷害性試験。白抜きの棒グラフが EGFP-K562 細胞・黒塗りの棒グラフが

GFP-T2A24 細胞。下は細胞傷害性試験で使用した各ウェルのエフェクター細胞の

CMVpp65 tetramer 解析の結果。四角で囲まれたゲート内の赤い細胞集団が CD8 陽性

CMVpp65 tetramer 陽性細胞。数字は、CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞の陽性率  
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図 4 CTL誘導におけるサラカチニブの WT1 tetamer陽性 CD8陽性細胞の陽性率に

対する影響  

MLPC 法で培養 2 週目に分割して、サラカチニブ添加・非添加培養した細胞中の WT1 

tetamer 陽性 CD8 陽性細胞の陽性率を比較した。WT1 tetamer 陽性 CD8 陽性細胞の陽性

率に影響はなかった。  
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図 5 CTL 誘導におけるサラカチニブの WT1 tetamer 陽性 CD8 陽性細胞中のメモ

リーT 細胞サブセットに対する影響  

分割培養した培養細胞での WT1 tetamer 陽性 CD8 陽性細胞中の CD8 陽性メモリーT 細

胞サブセットの割合に対するサラカチニブの効果の比較。サラカチニブ添加の有無に

関わらず、WT1 tetamer 陽性 CD8 陽性細胞の主体は CD8 陽性セントラルメモリーT 細

胞であった。  
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図 6 CTL誘導におけるサラカチニブの WT1 tetamer陰性 CD8陽性細胞中のメモリ

ーT 細胞サブセットに対する影響  

分割培養した培養細胞での WT1 tetamer 陰性 CD8 陽性細胞中の CD8 陽性メモリーT 細

胞サブセットの割合に対するサラカチニブの効果の比較。サラカチニブ添加の有無に

関わらず、WT1 tetamer 陰性 CD8 陽性細胞の主体は CD8 陽性セントラルメモリーT 細

胞であった。  
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(a) 

 

(b) 

 

図 7 PMDC刺激培養法で誘導した CMVpp65 tetamer陽性 CD8陽性細胞中のメモリ

ーT 細胞サブセットの解析  

PMDC刺激培養法で培養した細胞の CMVpp65 tetamer 陽性細胞中の CD8陽性メモリー

T 細胞の割合 (a)と絶対数 (b)の変化。   
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(a) 

 

(b) 

 

図 8 PMDC刺激培養法で誘導した CMVpp65 tetamer陰性 CD8陽性細胞中のメモリ

ーT 細胞サブセットの解析  

PMDC刺激培養法で培養した細胞の CMVpp65 tetamer 陰性細胞中の CD8陽性メモリー

T 細胞の割合 (a)と絶対数 (b)の変化。   
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図 9  MLPC 法と PMDC 刺激培養法で誘導された CMVpp65 tetamer 陽性 CTL 中

の CD8 陽性メモリーT 細胞の割合の比較  

PMDC 刺激培養法において CD8 陽性セントラルメモリーT 細胞の割合が、MLPC 法に

比して有意に増加していた。 (p = 0.0161) 
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第４章	
 抗原特異的細胞傷害性 T 細胞の T 細胞受容体β鎖可変領域レパトワ

の解析  
 

 

1  緒言  

 人が暴露しうる膨大な数の外因性抗原に対する獲得免疫の応答能力は、B 細胞や T 細

胞上に発現している受容体に高く依存している。T 細胞の場合、骨髄前駆細胞が胸腺

に移動し、ナイーブ T 細胞へと分化する。ナイーブ T 細胞は、二次リンパ組織におい

て抗原刺激を受ける免疫応答を促進することを助けるヘルパーT 細胞や非自己抗原を

除去する働きを持つ細胞傷害性 T 細胞になる。末梢血中を流れる T 細胞上に発現して

いる T 細胞受容体  (TCR) の主体は、αβTCR であり、TCR によって主要組織適合性遺

伝子複合体 (MHC)クラス I または II 上に提示された抗原ペプチドを認識する (70, 71)。ポ

リペプチド鎖から成るαβTCR ヘテロダイマーは、いずれも可変部と定常部を持ち、2

本鎖の可変部で抗原および MHC 分子と結合する。β鎖の可変部は、variable (V), diversity 

(D), junctional (J) の遺伝子からなる。一方α鎖は、V と J 遺伝子からなっている。ヒト

の TCRβ遺伝子座は、42 個の Vβ遺伝子断片、2 個の Dβ 遺伝子断片、そして 12 個の

Jβ 遺伝子断片からなり、一方 TCRα遺伝子座は、43 個の Vα遺伝子断片と 58 個の Jα

遺伝子断片により構成されている (72)。可変部のうち抗原ペプチドに対する特異性を決

めているのが、 7〜 23 のアミノ酸から成る 3 つの相補性決定領域  (complementarity 

determining region: CDR) である。CDR1 と CDR2 は、MHC と会合し、3 番目の CDR3

が抗原との結合に寄与していると考えられている (72)。CDR3 の抗原認識部位は、V (D) 

J 遺伝子断片で起こる大規模な遺伝子再構成により形成され、さらに CDR3 の多様性は、

TCRαにおいては V-J、一方 TCRβにおいては V-D-J 遺伝子断片の接合部におけるヌク

レオチドの欠損や non-template encoded ヌクレオチドの挿入により生じる (73, 74)。理論上、

ヒトにおいては約 2×107個の異なる TCR を持つ T 細胞が末梢血を流れると考えられて

いる (75)。  

	
 CD8陽性 T細胞は、ウイルス感染細胞や腫瘍細胞の除去する役割を担っている (76, 77)。

CD8 陽性 T 細胞の活性化には、抗原提示細胞による抗原ペプチドの提示が必要である。

これまでの研究において、様々な抗原由来ペプチドが同定され、ペプチドワクチン成

分として利用されてきた。例えば、小児悪性腫瘍の原因遺伝子であるウィルムス腫瘍

遺伝子  (WT1) がある。WT1 ペプチドワクチン療法では、ペプチドワクチン投与例に

おいて WT1 特異的な細胞傷害性 CD8 陽性 T 細胞  (CTL) が誘導され、結果として白血

病細胞の減少や固形腫瘍の退縮効果を示したことが報告されている (78, 79)。さらに、ヒ

トサイトメガロウイルス  (CMV) では、その構造タンパク質である pp65 由来ペプチド

により MHC クラス Ⅰ 拘束性 CTL の誘導例の報告もされている (80)。  
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 本研究室では、混合リンパ球ペプチド培養  (MLPC) 法を用いることで、体内に存在

する 1 個の CTL を増幅して綿密に解析し、この方法が CTL 頻度測定および機能解析に

おいて有効であることを報告してきた (19, 54)。  

	
 そこで本研究において、より効果的な免疫療法の確立のために、MLPC 法を用いて、

体内で増幅された CTL にクローン性があるか否か、また、同一の TCR を用いて抗原

ペプチドを認識しているか否かを明らかにすることを目的とした。  

 

2  方法  

2.1 末梢血単核球  (peripheral blood mononuclear cell ;PBMC) の分離  

	
 健常成人、WT1 ペプチドワクチン投与健常人コントロール例または CML 例患者に

対して十分な説明の後、末梢血を採取した。採取した末梢血を 1,160×g で 30 分間遠心

し、血漿を分離した。血漿を新しい試験管に移し、終濃度 5 IU/ml のトロンビン  (ミド

リ十字、大阪 ) を加え、37℃で 24 時間反応させた。その後、1,160×g で 20 分間遠心分

離し、血清を得た。  

	
 血漿分離後の残りの血球に分離した血漿と同量の 100 IU/ml penicillin / 100 µg/ml 

streptomycin (Life Technologies Corporation, Carlsbad, CA) を添加した Roswell Park 

Memorial Institute (RPMI) 1640 培地 (Life Technologies Corporation) を加え、十分に混和

後、Lympho prep (Axis-Shield Poc AS, Oslo, Norway) の上に静かに重層し、800×g で 30

分間遠心した。その後、中間層より PBMC を新しい試験管に移し、RPMI1640 を加え

て混和し、300×g で 10 分間遠心を行った。上精を除き、さらに RPMI1640 を加えて混

和後、200×g で 10 分間遠心を行った。この沈殿した PBMC を 5%自己血清  (5% AS) 添

加 RPMI1640 培地で洗浄・浮遊し、トリパンブルー色素排除試験法によって生細胞数

を求めた。  

 

2.2 サイトカインとペプチド  

	
 IL-2 (シオノギ製薬、大坂 )、改変型WT-1ペプチド  (WT1, CYTWNQMNL, Neo MPS, 

San Diego, CA)、CMVpp65ペプチド  (CMVpp65, QYDPVAALF, フナコシ ,東京 ) を用い

た。  

 

 

2.3 混合リンパ球ペプチド培養法  (mixed lymphocyte peptide culture: MLPC) 

	
 PBMC を 5% AS 添加 RPMI1640 で 3×106 cells/ml に調整し、ペプチド  (WT1 または

CMVpp65 ペプチド ) を加え、十分に混和した。PBMC とペプチドの混合液を 100 µl ず

つ 96-well U-bottom plate に、3×105 cells/well でペプチド終濃度 10 µg/ml (WT1 ペプチド ) 

または 5 µg/ml (CMVpp65 ペプチド ) となるように播種した。3 日後に 50 U/ml の IL-2
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添加 5% AS 加 RPMI1640 培地 (MLPC 培地 )を 100 ml ずつ各 well に加えた。その後 2 日

毎に半分の培地を新しい MLPC 培地と交換した。培養開始 2 週間目より CD8 陽性 WT1 

tetramer 陽性細胞および CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞をフローサイトメトリー

で解析  (tetramer 解析 )した。  

 

2.4 フローサイトメトリーによる解析  

 使用した抗体および tetramer は、fluoroescein isothiocyanate (FITC) 標識抗体 : IgG1(BD 

Biosciences, San Jose, CA), CD8 (Biolegend, San Diego, CA, USA)、phycoerythrin (PE) 標

識抗体 : IgG1, CD8 (BD Biosciences), WT1 tetramer (HLA-A*2402 WT1 (mutant) tetramer –

CYTWNQMNL-PE, 医 学 生 物 学 研 究 所 , 長 野 ), CMVpp65 tetramer (HLA-A*24:02 

CMVpp65 –tetramer –QYDPVAALF-PE, 医学生物学研究所 ) である。培養細胞を回収後、

細胞に Fcγレセプターブロック試薬と各染色抗体を加え、4℃、20 分間染色した。染色

後、phosphate buffered saline (PBS) で 1 回洗浄し、FACSCalibur (BD Biosciences) で測

定し、CellQuest Pro (BD Biosciences) で解析した。  

 

2.5 TCR Vβレパトワ解析  

	
 tetramer 解析の結果から、CD8 陽性 T 細胞中における CD8 陽性 tetramer 陽性細胞の

割合が高かったウェルの細胞をさらに 1 週間培養した。1 週間後、それぞれのウェルの

細胞を 2 つのウェルに分けて、さらに 1 週間培養した。次いで、分離培養を行った細

胞を 48 ウェルプレートの 1 つのウェルに合わせて播種し、さらに 1 週間培養した。増

殖培養後、培養細胞の tetramer 解析を行い、検出可能な CD8 陽性 tetramer 陽性細胞を

含む培養細胞について TCR Vβレパトワ解析を行った。解析には IOTest Beta Mark TCR 

Vβ Repertoire Kit (Beckman Coulter, Marseille, France) を用いて、付属のプロトコルに従

って行った。  

 

 

3  結果  

3.1 健常人末梢血単核球  (PBMC) の TCR Vβレパトワ解析  

 

	
 本検討において、まず健常人 PBMC の TCR Vβレパトワの解析を行った。培養前の

健常人 PBMC の解析では、本検討で調べた 24 種類の TCR Vβ遺伝子が様々な割合で使

用されていた  (図 1a)。さらに、本検討で TCR Vβレパトワ解析を行った 4 人の健常人

の PBMC において、24 種類全ての TCR Vβ遺伝子を様々な割合で使用していることが

分かったが、それぞれの TCR Vβ遺伝子の使用頻度はそれぞれの健常人による相異が観

察された  (図 1b)。  
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3.2 MLPC 法で誘導した WT1 特異的 CTL を含む培養細胞の TCR Vβレパトワ解析  

 

	
 次に、MLPC 法で培養した WT1 特異的 CTL (CD8 陽性 WT1 tetramer 陽性細胞 ) を含

む培養 PBMC 中の CD8 陽性細胞上の TCR Vβレパトワを解析した  (図 2a)。本検討にお

いては、増殖培養後に WT1 特異的 CTL が検出可能であった 7 ウェルの培養 PBMC を

用いて TCR Vβレパトワの解析をした  (図 2b)。その結果、5/7 ウェル中の CD8 陽性細

胞が単一な TCR Vβの使用していた。また、2/7 ウェル中の CD8 陽性細胞は、それぞれ

２種類および 3 種類の TCR Vβの使用していることが観察された。TCR Vβの使用頻度

についてまとめたものが図 2c である  (n=7)。7 ウェルの TCR Vβレパトワ解析から、本

検討で解析した細胞中の CD8 陽性細胞は、TCR Vβ1 は 4/7 ウェル、TCR Vβ13.6 は 2/7

ウェル、そして TCR Vβ2, 3, 7.1, 8, または 18はそれぞれ 1/7ウェルで使用されていた。  

 

3.3 MLPC法で誘導した CMVpp65特異的 CTLを含む培養細胞の TCR Vβレパトワ

解析  

 

	
 同様に、CMVpp65 特異的 CTL (CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞 ) を含む培養

PBMC 中の CD8 陽性細胞上に発現している TCR Vβレパトワを解析した  (図 3a)。TCR 

Vβレパトワ解析には、増殖培養後に CMVpp65 特異的 CTL が検出可能であった 3 ウェ

ルの培養 PBMC を用いた  (図 3b)。その結果、1/3 ウェルで単一な TCR Vβが使われて

いた。また、2/3 ウェルでは、2 種類の TCR Vbの使用されていた。さらに 3 ウェルの

解析で得られた TCR Vβの使用についてまとめた結果、増幅した CMVpp65 特異的 CTL 

には TCR Vβ1, 5.1, 13.1, 14, または 20 がそれぞれ使用されていた  (図 3c)。  

 

4  考察  

	
 これまで抗原特異的 CTLの TCR Vβレパトワ解析に関する多くの報告がされている。

これらの検討では、本検討同様に FACS を使用した検討や TCR Vβ遺伝子ファミリー特

異的なプライマーを用いた Polymerase Chain Reaction  (PCR)による検討である。これ

らの多くは、ヒトにおける Epstein-Barr virus  (EBV)や CMV 持続的な感染症のウイル

ス抗原に対して行われてきた (81)。近年では、健常人、急性骨髄性白血病  (AML) 患者、

骨髄異形成症候群  (MDS) 患者、さらに担固形腫瘍患者の末梢血単核球中の 1つのWT1

特異的 CTL 細胞を分離してきて、個々の WT1 特異的 CTL の TCR Vβレパトワ解析が

semi-nested PCR を用いて行われた (82, 83)。これらの報告において、WT1 特異的 CTL は、

WT1 の 1 つの抗原エピトープに対して、偏りはあるが、単一ではなく、異なる複数の

TCR Vβを使用していることが報告されており、本検討もこれを支持している。また、
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健常人 PBMC から誘導・樹立した WT1 特異的 CTL 株は TCR Vβ5.1 を持つことが示さ

れている (84)。本検討では、TCR Vβ1 が最も高頻度に使用され、次いで TCR Vβ13.6 の

使用が確認されたが、TCR Vβ5.1 の使用は認められなかった。今後より多くの WT1 特

異的 CTL 上に発現している TCR レパトワ解析をさらに進める必要があると考える。

WT1ペプチドワクチン非投与健常人コントロールと AML症例および MDS症例間で共

通して、WT1 特異的 CTL による TCR Vβ5.1 使用頻度が高いが、AML 症例と MDS 症

例間で比較すると TCR Vβ1 を含む他の TCR Vβも両症例共通で高い使用頻度を示すこ

とが報告されている。  

	
 CMVpp65特異的 CTLの TCR Vβレパトワについての検討においてもWT1特異的 CTL

と同様に oligoclonal な TCR Vβレパトワの使用が示唆された。これまでの報告におい

て HLA-A*24:02, -A*02:01や -A*07:02の CMVpp65特異的 CTLの TCR Vβレパトワの解

析が行われ、異なる TCR Vβを持つクローンの増殖が示唆されている。HLA-A*24:02

拘束性の CMVpp65 特異的 CTL は、TCR Vβ6、Vβ5.1、Vβ3、Vβ4、Vβ7、Vβ12 または

Vβ20 があげられている (85, 86)。本検討と同一のものは TCR Vβ5.1 と TCR Vβ20 であっ

た。これまでの報告によると CMVpp65 特異的 CTL は、いくつかの異なる TCR Vβの使

用が示されていることから、これまでの検討では報告が無く、本検討で検出された TCR 

Vβ1、Vβ13.1 または Vβ14 も HLA-A*24:02 拘束性 CMVpp65 ペプチド特異的 CTL によ

り使用されている TCR Vβであることが示唆される。CMVpp65 特異的 CTL の TCR Vβ

解析についても、今後より多くの検討を行う必要があると考える。  

	
 これまで、抗原と抗体は 1 対 1 対応をしていると考えられてきた。しかし、本検討

における HLA-A*24:02 拘束性抗原ペプチドを用いて誘導した抗原特異的 CTL の TCR 

Vβレパトワ解析において、9 アミノ酸残基の HLA クラス Ⅰ 拘束性抗原ペプチドを用い

ているにも関わらず、それを認識する TCR Vβは単一でないことが明らかにされ、誘導

された CTL はオリゴクローナルであることが示唆された  

	
 近年では次世代シークエンサーを用いた網羅的な TCRレパトワの解析も行われてい

る (87)。これらの検討から同一の TCR Vβであっても CDR3 のアミノ酸の長さが異なる

などの知見が得られている (88, 89)。それゆえ、今後は WT1 特異的 CTL などについても

次世代シークエンスなどを用いた CDR3 の詳細な解析を行うことで、より抗原特異的

であり、より効果的な免疫療法の開発へ繋がると考える。  
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5 図と図の説明  

 

 (a) 

 
 

図 1. 培養前の健常人 PBMC の TCR Vβレパトワ解析  

(a) 健常人 PBMC の TCR Vβレパトワ解析の代表例  (n=4) 

(b) 4 人の PBMC の TCR Vβレパトワ解析のまとめ健常人  (HD) PBMC において、24 種

類全ての TCR Vβ遺伝子を様々な割合で使用していたが、それぞれの TCR Vβ遺伝子の

使用頻度は個々の健常人により異なっていた。  
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(b) 

 

 

図 1. 培養前の健常人 PBMC の TCR Vβレパトワ解析  

(b) 4 人の PBMC の TCR Vβレパトワ解析のまとめ健常人 PBMC において、24 種類全て

の TCR Vβ遺伝子を様々な割合で使用していたが、それぞれの TCR Vβ遺伝子の使用頻

度は個々の健常人により異なっていた。  
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(a) 

 

 

図 2. MLPC 法により誘導した CTL(CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性 )を含む培養細胞

の TCR Vβレパトワ解析  

(a) 高率に CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパトワ解析の

代表例  (7 ウェル ) 

(b) 検出可能な CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパトワ解

析と解析時の tetramer 解析結果  (7 ウェル ) 

(c) 検出可能な CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性細胞を含む 7 ウェルの培養細胞における

TCR Vβの使用分布  
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(b) 

 

 
 

図 2. MLPC 法により誘導した CTL (CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性 ) を含む培養細

胞の TCR Vβレパトワ解析  

(b) 検出可能な CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパトワ解

析と解析時の tetramer 解析結果  (7 ウェル ) 
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(c) 

 

図 2. MLPC 法により誘導した CTL (CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性 ) を含む培養細

胞の TCR Vβレパトワ解析  

(c) 検出可能な CD8 陽性  WT1 tetramer 陽性細胞を含む 7 ウェルの培養細胞における

TCR Vβの使用分布  
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(a) 

 
図３ . MLPC法により誘導した CTL (CD8陽性 CMVpp65 tetramer陽性 )  を含む培

養細胞の TCR Vβレパトワ解析  

(a) 高率に CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパトワ解

析の代表例  (3 ウェル ) 

(b) 検出可能な CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパト

ワ解析と解析時の tetramer 解析結果  (3 ウェル ) 

(c) 検出可能な CD8陽性 CMVpp65 tetramer陽性細胞を含む 3 ウェルの培養細胞におけ

る TCR Vβの使用分布  
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(b) 

 

図３ . MLPC法により誘導した CTL (CD8陽性 CMVpp65 tetramer陽性 )を含む培養

細胞の TCR Vβレパトワ解析  

(b) 検出可能な CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性細胞を含む培養細胞の TCR Vβレパト

ワ解析と解析時の tetramer 解析結果  (3 ウェル ) 
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(c) 

 
 

図３ . MLPC 法により誘導した CTL (CD8 陽性 CMVpp65 tetramer 陽性 ) を含む培

養細胞の TCR Vβレパトワ解析  

(c) 検出可能な CD8陽性 CMVpp65 tetramer陽性細胞を含む 3 ウェルの培養細胞におけ

る TCR Vβの使用分布  
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第５章	
 白血病性形質細胞様樹状細胞株由来エクソゾームの同定とそれを

用いた抗原特異的細胞傷害性 T 細胞の誘導  
 

 

1 緒言  

	
 樹状細胞  (dendritic cells: DC) は、抗原提示細胞  (antigen presenting cells: APC) の中

でナイーブ T 細胞を活性化できる唯一の APC であり、強力な抗原提示能を持った細胞

である (20)。この強力な抗原提示能を利用して、生体外で抗原特異的細胞傷害性 T 細胞  

(cytotoxic T lymphocytes: CTL) を誘導し、患者に輸注するという養子細胞免疫療法は、

有効で安全な治療法として期待が高まっている (90)。しかし、通常 DC は患者自身の血

液より誘導するため、治療に必要十分量の細胞を確保することが患者の全身状態に左

右されることもあり、養子細胞免疫療法の発展の障害となっている。近年、養子細胞

免疫療法の問題点克服をめざして、人工抗原提示細胞  (artificial antigen presenting cells: 

aAPC) を用いた CTL 誘導法による養子細胞免疫療法の研究・開発が進められている (91)。 

	
 我々の研究室で樹立した白血病性形質細胞様樹状細胞株  (PMDC05) は、抗原提示能  
(21)と CTL 誘導能を有しているので、養子細胞免疫療法へ応用可能な APC となりうる

と考えられる (15)。さらに、その誘導株である PMDC11 は PMDC05 より高い抗原提示能

を持つことが示されている 7)。  

	
 エクソゾームは、直径 30〜100 nm の大きさで、その密度は 1.13 g/ml から 1.19 g/ml

の細胞外分泌小胞である (92-94)。エクソゾームは、B 細胞・DC・脂肪細胞・T 細胞・血

小板などの造血系細胞 (23, 95, 96)、小腸上皮に代表される上皮細胞 (97-101)、アストロサイ

トやニューロン (102)など多様な細胞から分泌される。  

	
 エクソゾームは、エンドソーム系の多胞性エンドソーム  (multivesicular bodies: 

MVΒs) の中で生成される。エンドソーム系は、エンドサイトーシスにより取り込まれ

た物質を含む小胞、初期エンドソームおよび MVBs より形成されている。初期エンド

ソームは、細胞膜の近くに存在し、エンドサイトーシスにより取り込まれた物質を再

び細胞膜上へリサイクルするのか、または MVBs へ向かうのかを選別する場として機

能する (103, 104)。MVBs 内には、エンドソーム膜ごと内側へくびれて出来る腔内膜小胞  

(intraluminal vesicles: ILVs) が多数存在している。ILVs へのタンパク質のソーティング

やパッケージングは、モノユビキチン化やエンドソーム輸送選別複合体  (endosomal 

sorting complex required for transport: ESCRT) 機構・脂質ラフトとの結合・セラミドに

よる ILVs の形成 (105-108)など様々な機序が関係している。その後、MVBs がリソソーム

と会合して内包するタンパク質などの分解がおこるか、細胞膜と融合して ILVs を細胞

外へ放出する。この細胞外へ放出された ILVs こそエクソゾームである。近年、エクソ

ゾーム構成タンパク質の分析が進み、その詳細が明らかになってきている (109, 110)。主
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要組織適合抗原  (major histocompatibility complex: MHC)クラス I および II 複合体や

CD86 などの抗原提示関連タンパク質 (23)、CD63 や CD9 などのテトラスパニン (111)、イ

ンテグリンや CD54 などの接着分子 (112, 113)、シグナル伝達分子 (113)、抗アポトーシス分

子 (113)、アクチンやチュブリンなどの細胞骨格タンパク質 (114)、アネキシンなどの細胞

膜融合・輸送分子 (115)、heat-shock protein 70 などのヒートショックタンパク質 (111)、エ

ノラーゼなどの代謝酵素 (114)がエクソゾームを構成するタンパク質として同定されて

いる。B 細胞や DC に代表される APC 由来エクソゾームは MHC クラス I および II 複

合体や CD86 などの抗原提示関連タンパク質を豊富に含むことから、APC 由来エクソ

ゾームの免疫調節能に関する研究が行われてきた。in vitro において B 細胞由来エクソ

ゾームが MHC class II 拘束性に CD4+T 細胞を活性化させるという報告がされた 13)。強

い抗原提示能を持つ DC 由来エクソゾーム  (dex: dexosome) に関する研究において、マ

ウス dex が T 細胞依存的に抗腫瘍効果を促進するという報告がなされている 12)。  

	
 本検討は、PMDC 細胞由来エクソゾームを同定すると共に PMDC 細胞由来エクソゾ

ームによる抗原特異的 CTL の誘導法の確立を目的として行った。  

 

2 材料と方法  

2.1 細胞培養  

	
 PMDC05 および PMDC11 は PMDC 培地中で 37℃, 5% CO2の条件下で培養を行った。

PMDC 培 地 は 、 100 IU/ml penicillin / 100 µg/ml streptomycin (Life Technologies 

Corporation, Carlsbad, CA) および 10 ％FBS 加 Iscove’s Modified Dulbecco’s Medium

（ IMDM: Life Technologies Corporation）である。  

 

2.2 末梢血単核球 (PBMC)の分離  

	
 PBMC の分離は、以前報告がなされている方法を採用した (116)。すなわち、健常成人  

(HLA-A*24:02 陽性 ) に対して十分な説明の後、末梢血を採取した。末梢血より

Lymphoprep (Axis-Shield Poc AS, Oslo, Norway) を用いて、比重遠心法により PBMC を

得た。  

 

2.3 エクソゾームの抽出  

 1×106/ml に調整した PMDC 細胞の培養液に CMVpp65 ペプチド  (終濃度 10 µg/ml：

CMVpp65, QYDPVAALF, フナコシ ,東京 ) または改変型 WT-1 ペプチド  (終濃度 10 

µg/ml：WT1, CYTWNQMNL, Neo MPS, San Diego, CA) を加え、37℃・5%CO2において

24 時間培養した。培養後、細胞を回収し、500×g・室温・10 分間の遠心分離を行った。

次に、上清を 2,000×g・4℃・10 分間の遠心分離を行った。遠心分離により得た上清を

再び 2,000×g・4℃・10 分間の遠心分離し、エクソゾーム抽出に用いる細胞培養上清 1 ml
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を得た。エクソゾームの抽出には、ExoQuick-TC Exosome Isolation Reagent (System 

Biosciences, Mountain View, CA, USA) を用い、方法は製造元提供のプロトコルに従っ

て行った。陰性コントロールとして、同量のペプチドを加えて、37℃・5%CO2 におい

て 24 時間静置した PMDC 培地よりエクソゾームを抽出した。  

 

2.4 PMDC 細胞の表面形質の解析  

	
 エクソゾーム抽出の際、培養上清を取り除いた後の細胞を用いて行った。細胞に  Fcγ

レセプター  (FcγR) ブロック試薬を加え、5 ml ポリスチレンチューブ (FACS チューブ )

に分注した。それぞれの FACS チューブに PE 標識抗  IgG1, CD54, CD80, HLA-DR (BD 

Biosciences, San Jose, CA, USA), IgG2b, CD63, CD86 (Biolegend, San Diego, CA, USA), 

CD83 (Immunotech, Marseille, France) 抗体を加え、4 ℃ , 20 分間反応させた。その後  

PBS で  1 回洗浄し、FACS Caliber (BD Biosciences) を用いて測定し、CellQuest Pro 

software (BD Biosciences) を用いて解析した (FACS 解析 )。  

 

2.5 エクソゾームの同定 (図 1) 

	
 FITC 標識抗 HLA-DR 抗体  (BD Biosciences) と抗 FITC マイクロビーズ  (Miltenyi 

Biotec, Cologne, Germany) を FcgR ブロッキング試薬中でよく混和し、4℃において 1

時間反応させた。その後、ウシ血清アルブミン添加リン酸緩衝生理食塩水  (BSA-PBS) 

を用いて 2 回洗浄し、抗体 -マイクロビーズ複合体を培養上清から抽出した膜小胞と

FcγRブロッキング試薬中で混和し、4℃で 24時間反応させた。BSA-PBSで 2回洗浄後、

抗体 -マイクロビーズ -膜小胞複合体を PE 標識 IgG1、CD54、CD80 (BD Biosciences)、

CD63、CD86 (Biolegend) で染色した。再び BSA-PBS で 2 度洗浄し、上清を除去した

後、200 ml の BSA-PBS に沈殿を再浮遊し、FACS 解析を行った。  

 

2.6 CD8 陽性 T 細胞の純化  

CD8 陽性 T 細胞の純化は、以前の報告の如く行った 6)。すなわち、健常成人、WT1 ペ

プチドワクチン投与健常人コントロール例  (全て HLA-A*24:02) の末梢血より分離し

た PBMC より Anti-FITC microbeads MACS system (Miltenyi Biotech) を用いて positive 

selectionにより純化 CD8陽性 T細胞を調整した。純化 CD8陽性 T細胞の純度は 95 % 以

上であった。  

 

2.7 エクソゾーム刺激培養法  

 PMDC 細胞由来エクソゾームは、CMVpp65 ペプチドパルス (終濃度 10 µg/ml) または

WT1ペプチドパルス  (終濃度 10 µg/ml) した PMDC11細胞培養上清より抽出し、5% AS

加 RPMI1640 培地に懸濁した。  
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 純化 CD8 陽性 T 細胞  (0.5〜1×106 cells/well) を  96-ウェル  丸底プレートに播種し、

さらに PMDC 細胞由来エクソゾーム懸濁液を加えて培養した。培養開始 3 日目に IL-2 

(終濃度 50 IU/ml)、  IL-7 (終濃度 10 ng/ml) を加え、以後 2-3 日毎に半分の培地を新し

い 50 IU/ml IL-2, 10 ng/ml IL-7, 5% AS 加 RPMI1640 培地  (以下 CTL 培地 )に交換した。

培養 2 週間目より WT1 または CMVpp65 テトラマー陽性細胞の増幅について FACS 解

析を行った。また、PMDC 細胞由来エクソゾームによる再刺激は毎週行った。PMDC11

細胞由来エクソゾームは、2 回目以降の刺激より CTL 培地に再懸濁して用いた。  

 

2.8 テトラマー解析  

増幅した CTL の FACS による確認は、テトラマー解析により行った。使用した抗体お

よびテトラマーは、FITC 標識抗体 : IgG1 (BD Biosciences), CD8 (TONBO biosciences, San 

Diego, CA, USA)、 PE 標識抗体 : IgG1, CD8 (BD Biosciences), WT1 テトラマー  

(HLA-A*2402 WT1 (mutant) tetramer –CYTWNQMNL-PE, 医学生物学研究所 , 長野 )、  

CMVpp65 テトラマー  (HLA-A*2402 CMVpp65 –tetramer –QYDPVAALF-PE, 医学生物

学研究所 )、 PerCP/Cy5.5 標識抗体：CD8 (Biolegend)、 APC 標識抗体：PD-1 (Biolegend)	
 

である。培養細胞の一部をウェルから取り、その細胞を抗体およびテトラマーで染色

した。染色後、FACS 解析をおこなった。  

 

2.9 細胞傷害性試験  

	
 本検討においては、以前報告された方法を用いて行った (56)。すなわち、ターゲット

細胞は、CMV ペプチド 5 µg/ml を添加または非添加で 24 時間培養した GFP 遺伝子導

入 T2A24 細胞を回収し、フェノールレッド非添加 RPMI1640 培養液  (BD Biosciences) 

で 2 回洗浄した後に 1.0×104 /100	
 µl に調整した。エフェクター細胞はエクソゾーム

刺激培養法で培養した CD8 陽性細胞を用いた。エフェクター細胞は回収後、フェノー

ルレッド非添加 RPMI1640 培養液で 2 回洗浄し、1×105 /100 µl に調整した。5 ml ポリ

スチレンチューブ（BD Biosciences）にエフェクター細胞とターゲット細胞をそれぞれ

100 µl ずつ加え、37 ℃で 4 時間共培養した。4 時間の共培養には 10 %FBS を加えた

フェノールレッド非添加 RPMI1640 培養液を用いた。その後各チューブに 7AAD 

(SIGMA-ALDRICH) を 1 µl加えて暗所で 15 分室温に置き、死細胞を染色した後、FACS

解析を行った。GFP+かつ 7AAD-の細胞を生細胞とした。解析は 1 本につき 120 秒ずつ

行い、実験はすべて triplicate で行った。  
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3 結果  

3.1 PMDC 細胞の表面形質解析  

	
 ペプチドを細胞培養液に加えて 24 時間培養後、エクソゾーム抽出用に培養上清を分

離した後の細胞の表面形質を FACS で解析した  (図 2)。PMDC11 細胞は、抗原提示関

連分子である CD80, HLA-DR および CD86 の発現が高く、さらに CD54、テトラスパニ

ンファミリーの CD63 そして CD83 を発現していた。一方、PMDC05 細胞は、抗原提示

関連分子の HLA-DR と CD86 の高い発現が見られ、さらに PMDC11 同様 CD54、CD63、

CD83 が発現していた。  

 

3.2 PMDC 細胞由来エクソゾームの同定  

	
 次に PMDC 細胞培養上清よりエクソゾーム抽出キットを用いて抽出した抽出産物が

PMDC 細胞由来エクソゾームであることを確認するために、HLA-DR の結合した磁気

ビーズを用いて抽出したエクソゾームを捕らえ、さらに別の抗体  (CD54, CD63, CD80, 

CD86) でサンドウィッチし、それをフローサイトメトリー解析することで、エクソゾ

ームであることを同定した（図 1）。  

	
 培養液に含まれる FBS にもエクソゾームは含まれるので、コントロールとして培養

液のキットによる抽出物も本法によって捕捉されるのか否かを確認した  (図 3)。この

結果より、培養液の抽出物は、この磁気ビーズによる同定法ではエクソゾームの捕捉

は認められなかった。つまり、PMDC 細胞由来エクソゾームの同定においては、FBS

由来エクソゾームは無視できると考えられた。PMDC 細胞由来エクソゾームの同定を

した。エクソゾームマーカーとしては、CD9, CD54, CD63 などがある。PMDC 細胞の

培養上清から抽出した HLA-DR 陽性膜小胞は、エクソゾームマーカーである CD63 が

強陽性、CD54 が陽性であったことから、本法により PMDC 細胞の培養上清から抽出

した HLA-DR 陽性膜小胞は、エクソゾームであることが確認された  (図 3)。さらに、

PMDC05 細胞由来エクソゾームは、CD80 が陰性であった  (図 3)。  

 

3.3 PMDC 細胞由来エクソゾーム刺激による CTL 誘導  

	
 抗原提示細胞である樹状細胞由来エクソゾームは、MHC クラス I やクラス II が豊富

に含まれていることから、抗原提示能を有していると言われている。そこで、本検討

において抽出した PMDC 細胞由来エクソゾームを用いて、CMVpp65 特異的 CTL の誘

導を試みた  (図 4)。すると、CMVpp65 ペプチドをパルスした PMDC11 細胞の培養上清

より抽出したエクソゾームで刺激培養した CD8 陽性細胞において、CMVpp65 テトラ

マー陽性細胞が培養 3 週目より確認できた。加えて、ペプチドバルス PMDC11 由来エ

クソゾームで刺激培養した培養細胞中の CMVpp65 テトラマー陽性細胞の割合は、培

養期間中に 4 週目をピークに増加していた。細胞傷害試験では、ペプチドバルス
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PMDC11 由来エクソゾームで刺激培養した CMVpp65 テトラマー陽性細胞を含む細胞

をエフェクター細胞として使用した場合、ペプチドバルスしターゲット細胞に対する

細胞傷害活性が他のどの場合よりも有意に高かった  (図 5)。さらに、４週間培養した

CD8 陽性細胞中の CMVpp65 テトラマー陽性細胞は、99.46%が免疫応答の核となる T

細胞の活性化や増殖を負に制御する補助刺激受容体である programed cell death-1 

(PD-1) 陰性であった  (図 6)。  

	
 同様に、WT1 ペプチドをパルスした PMDC11 細胞の培養上清より抽出した PMDC11

由来エクソゾームを用いて WT1 特異的 CTL の誘導が可能であった (図 7)。PMDC11 由

来エクソゾームで刺激培養した CD8 陽性 T 細胞において、WT1 テトラマー陽性細胞

が培養 1 週目より確認できた。培養細胞中の WT1 テトラマー陽性細胞の割合は、培養

期間中に 1 から 2 週目にかけて増加していた。  

 

4 考察  

	
 養子細胞免疫療法は、抗原特異的 CTL を生体外で増幅させ、患者に再び輸注する方

法である。この方法は、T 細胞を活性化して輸注するので、輸注 T 細胞の標的細胞に

対する十分な細胞傷害活性が期待でき、CTL により、標的とする腫瘍を退縮させると

いう考えのもと行われてきた。しかし、治療に用いる APC や CTL は自家 PBMC より

調整するので、効果の期待できる質の高い APC や CTL を安定して十分量供給するこ

とは、患者の状態にも左右されるなどの理由で、困難である。   

	
 そこで、aAPC による養子細胞免疫療法の研究が進められている。これまで、非細胞

性の aAPCとしてリピッド (117)、生物分解性ポリマー (118)や磁気ビーズ (119)を用いた aAPC

が開発された。細胞性の aAPC としては、ショウジョウバエ由来細胞株  (S2 細胞 )、マ

ウス由来線維芽細胞株やヒト由来白血病細胞株を利用した aAPC などある (120 , 121, 122)。

aAPC は、患者の状態に関わらず、必要なときに十分量の APC を用意できるという利

点がある。さらに、細胞性の aAPC は、T 細胞の活性化に不都合な抑制性シグナルを制

御できるという利点がある。  

	
 これまで、白血病細胞から樹立した樹状細胞株は 3 株報告されている (123)。当研究室

で樹立した PMDC05、GEN2.2 (124)、CAL-1 (125)である。これら樹状細胞株は、細胞自身

が高い抗原提示能を有しているので、細胞自身が APC として応用できるという点にお

いて、aAPC とは異なる。  

	
 当研究室にて樹立した PMDC05 細胞は、細胞の維持が簡便な細胞である。PMDC 細

胞株は、日本人に高頻度で発現している HLA 遺伝子のうち HLA-A*24:02 および

HLA-A*02:01 が陽性である。PMDC05 細胞に共刺激分子である CD80 遺伝子を導入し

て作製した PMDC11 は、PMDC05 より強い抗原提示能を持つ細胞株であることが報告

されており、PMDC11 細胞は、必要十分量を安定供給可能であり、質の高い APC とし
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て応用できる可能性を持つ細胞株であると考えられている。  

	
 抗原提示粒子としてのエクソゾームについても基礎および臨床研究が行われている。

ペプチドパルスした DC 培養上清より抽出した dexosome を Marilyn マウスに投与する

と抗原特異的ナイーブ CD4+T 細胞の活性化を誘導したという報告がある (126)。臨床研

究では、転移性悪性黒色腫患者や非小細胞性肺癌患者に対して MAGE3 ペプチドを直

接ロードした dexosome や MAGE3 ペプチドをバルスした DC 培養上清より抽出した

dexosome を投与する Phase I trial において、dexosome の安全性と有効性に関する検討

が行われている (127, 128)。さらに、進行性大腸がんに対する腹水由来エクソゾームを用

いた Phase I trial も行われ、腹水由来エクソゾームの安全性と有効性が示され、エクソ

ゾームを granulocyte-macrophage colony-stimulating factor (GM-CSF)と一緒に投与する

とより効果的であることが報告されている (129)。本検討においては、PMDC 細胞が培養

上清中にエクソゾームを放出していることを HLA-DR-microbeads 複合体で捕捉した

PMDC 細胞培養上清中に放出された粒子が、CD63 や CD54 などのエクソゾームマーカ

ーが陽性であることにより確認した。つまり、PMDC 細胞は、細胞外へのエクソゾー

ム分泌能を明らかに有すると言える。  

	
 エクソゾームは、抗原特異的にナイーブ CD8 陽性 T 細胞を増幅させることができる

という報告がある (130)。本検討においても、ペプチドパルス PMDC11 細胞由来エクソ

ゾームで刺激した CD8 陽性 T 細胞より CMVpp65 および WT1 特異的 CTL の誘導が確

認された。また、CMVpp65 特異的 CTL 誘導においては、PMDC11 細胞由来エクソゾ

ームの方が PMDC05 細胞由来エクソゾームに比べて、CTL の誘導効率や誘導 CTL の細

胞傷害活性が優れていた。これまでの研究で、エクソゾームによる抗原提示の際に、

CD54と CD80の共発現がエクソゾームの免疫原性を高めるということが明らかにされ

ている (130)。さらに、エクソゾームがナイーブ T 細胞を priming するには、CD54 と MHC 

クラス II 分子が必要であることがノックアウトマウスを用いた検討で示されている
(131)。PMDC11 由来エクソゾームは、HLA-DR、CD54 および CD80 が共に陽性であり、

さらに共刺激分子である CD86 も陽性であることから、十分な免疫原性を有しうるエ

クソゾームであり、それゆえ PMDC05 由来エクソゾームに比して高い CTL 誘導能と誘

導 CTL の優れた細胞傷害活性が確認されたものと考える。  

	
 CTL を利用した養子細胞免疫療法は、Epstein Barr virus (EBV) 関連腫瘍や転移性

melanoma の治療で良い成績を収めている。さらに、stage III/IV melanoma 患者に対す

る臨床研究において、エクソゾームの輸注は毒性がないことが報告されている (132)。そ

れゆえ、PMDC11 細胞を用いた本検討により、PMDC11 細胞が単に養子細胞免疫療法

のための APC として応用できるだけでなく、エクソゾームを用いた無細胞製剤による

ワクチンの開発にも有用であると考えられた。  
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5 図と図の説明  

 

 

 

 

図 1	
 マイクロビーズを用いたエクソゾームの同定法  

抗体 -マイクロビーズ複合体と ExoQuick-TCTMにより培養上清より抽出した膜小胞を混

合して、抗体 -マイクロビーズ -膜小胞複合体を形成させる。そして、抗体 -マイクロビ

ーズ -膜小胞複合体と PE 標識した各種抗体を反応させることでエクソゾームを同定し

た。  
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図 2. CMVpp65 ペプチドパルスした PMDC 細胞の表面抗原解析  

PMDC 細胞は、CD86、HLA-DR、さらに、CD54 とテトラスパンファミリーの CD63、

が陽性であった。さらに PMDC11 においては CD80 が陽性であった。数字は、平均蛍

光強度を表す。   
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図 3. ExoQuick-TC により抽出したエクソソームのフローサイトメトリーによる

同定と性状解析  

図中の数字は、HLA-DR 陽性ビーズ (A)中のそれぞれの抗体の陽性率 (B)である (B/A)。  

各モノクローナル抗体および磁気ビーズで反応させた HLA-DR 陽性膜小胞のフローサ

イトメトリー解析を示す。PMDC05 および PMDC11 由来 HLA-DR 陽性膜小胞は、エク

ソゾームマーカーの CD63 が陽性であったことから、この HLA-DR 陽性膜小胞が

PMDC05 または PMDC11 細胞由来エクソゾームであることが確認された。  
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図 4 PMDC 細胞由来エクソゾーム刺激培養法による CMVpp65 特異的 CTL 誘導  

フローサイトメトリーのドットプロット解析。四角のゲート内の細胞が CMVpp65 テ

トラマー陽性細胞であり、数字は培養細胞中の割合を表している。CMVpp65 ペプチド

パルス PMDC11 由来エクソゾームで刺激した CD8 陽性 T 細胞からは、CMVpp65 特異

的 CTLが誘導された。PMDC05由来エクソゾームを用いたときは CMVpp65特異的 CTL

が誘導されなかった。  
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(a) 

 

 

図 5. PMDC 細胞由来エクソゾーム刺激により刺激した CMVpp65 tetramer 陽性細

胞を含む培養 CD8 陽性をエフェクター細胞として行った細胞傷害性試験  

(a) 細胞傷害性試験のドットプロット解析例 (E:T=10:1) 

ペプチドパルスした PMDC11 由来エクソゾーム刺激により誘導された CMVpp65 特異

的 CTL を含む細胞に有意な抗原特異的な細胞傷害性が見られた (*p<0.05)。  

(b) トリプリケイトで行った細胞傷害性試験のグラフ (平均±SEM) ペプチドパルスし

た PMDC11 由来エクソゾーム刺激により誘導された CMVpp65 特異的 CTL を含む細胞

に有意な抗原特異的な細胞傷害性が見られた (*p<0.05)。  
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(b) 

 
図 5. PMDC 細胞由来エクソゾーム刺激により刺激した CMVpp65 tetramer 陽性細

胞を含む培養 CD8 陽性をエフェクター細胞として行った細胞傷害性試験  

(b) トリプリケイトで行った細胞傷害性試験のグラフ (平均±SEM) ペプチドパルスし

た PMDC11 由来エクソゾーム刺激により誘導された CMVpp65 特異的 CTL を含む細胞

に有意な抗原特異的な細胞傷害性が見られた (*p<0.05)。  
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図 6. PMDC11 由来エクソゾーム刺激培養法により誘導した CMVpp65 特異的 CTL

のバイアビリティの検討  

CMVpp65 特異的 CTL は PD-1 陰性であり、そのバイアビリティは保たれていた。  
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図 7. PMDC11 由来エクソゾーム刺激培養法による WT1 特異的 CTL 誘導  

フローサイトメトリーのドットプロット解析。四角のゲート内の細胞が WT1 テトラマ

ー陽性細胞であり、数字は培養細胞中の割合を表している。  
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